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　「ながおかのまち再発見ツアー」は身近な史跡などを巡る
ことで、市民のみなさんから長岡の歴史や文化の魅力を知っ
てもらおうというものです。今年は戊辰戦争の史跡や市の文
化・環境・福祉などの施設を巡るものだけでなく、合併をひ
かえて近隣市町村の史跡を探訪するコースも実施しています。�
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お知らせ …………………………………………………  ８～23

中心市街地構造改革会議の中間報告、�
任意合併協議会を開催 ほか�

■表紙　山古志村・中山隧道�
 （９月４日・ながおかのまち再発見ツアー）�

メスは大型で体長が３㎝を超える
が、オスは小型で１㎝にも満たない。
黄色と青緑色、白色が目立つ種で
あり、体の色からコガネグモと混同
されるが、ジョロウグモの方が体型
が細長く、網を張る位置が高い。
長岡では平野部から低山帯の草地
などで見られる。
写真はサトクダマキモドキを捕食
しているメスである。

タデ科の一年草で、山地の河原な
どで見られる。名は、茎に生える下
向きのとげが、ウナギをも捕らえる
ほど強力であることに由来する。
このとげを生かして周囲の植物に
のしかかるように広がっていくが、
自身では体を支えていないため、茎
は細くて弱々しい。
この植物は食用にするソバと同グ
ループであり、秋に咲く白い花はソ
バの花と色も形もよく似ている。

問い合わせ＝環境業務課†24・2837

みなさんは、自分が昨年度に、
どんな物をどれだけごみステーシ
ョンに出したか覚えていますか。

私たちは、県の平均を上回るご
みを毎日出し続けていました
平成14年度に長岡市民が出した
ごみの総量は84,122トンで、13年
度と比べると752トン増えました。
この結果を市民１人当たりに換算
すると、全市民が約1,205グラムの
ごみを毎日出し続けたことになり
ます。ちなみに県の平均は約1,183
グラム（13年度）です。

リサイクルの成果は徐々に出てい
ますがまだ十分とはいえません
一方、出されたごみの内訳を見
ると、リサイクル率が前年度比で
0.1％上昇（154トン増）して10.6％
になっていることから、リサイク
ルされる資源物の量が少しずつ増
えていることが分かります。
これは、ごみの処理経費（表１）

にも表われています。事務の効率
化に取り組んだ結果、14年度のご
み処理経費の合計は、前年度を下
回りましたが、内訳をみるとリサ
イクルにかかる経費だけは、逆に、
前年度よりも増えています。この
ことからも、みなさんのリサイク

ルの取り組みは着実に成果をあげ
ているといえます。

市のごみ処理基本計画では、平成
22年度までにリサイクル率を23％
に引き上げることを目標に掲げて
います。この目標を達成するため
には、今後も市民のみなさんと市
が一体となってさらに、リサイク
ルに取り組む必要があります。

資源循環型社会の実現に向け
ごみ削減に取り組みましょう
市では、ごみの減量とリサイク
ルをさらに進めるため、集団回収
奨励金制度の拡充や、来年10月か
ら家庭ごみの有料化と粗大ごみの
コール収集、プラスチック容器包
装材と枝葉・草の分別収集を始め
る予定です。資源循環型の社会を
実現するために、この新しい取り
組みに、ぜひ、みなさんのご協力
をお願いします。

～ごみの現状を知り、減量とリサイクルをさらに進めましょう～
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「
栖
吉
川
開
修
碑
」
は
市
中
心

部
か
ら
県
道
長
岡
・
中
之
島
・
見

附
線
を
北
に
進
み
、
城
岡
橋
の
手

前
で
右
折
し
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

黒
条
村
が
新
潟
県
や
長
岡
市
な

ど
の
補
助
を
得
て
大
正
三
年
（
一

九
一
四
）
に
起
工
し
、
翌
年
七
月

に
竣
工
し
た
栖
吉
川
改
修
工
事
を

記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

正
面
に
刻
ま
れ
た
碑
文
に
は
、
工

事
概
要
の
ほ
か
、
工
事
着
工
に
関

わ
っ
た
長
岡
市
長
河
島
良
温
、
県

会
議
員
木
村
清
三
郎
（
後
の
長
岡

市
長
）
ら
の
名
前
も
見
え
ま
す
。

工
事
着
工
の
き
っ
か
け
は
、
大

正
二
年
八
月
二
十
七
日
に
起
き
た

台
風
に
よ
る
豪
雨
の
被
害
で
し
た
。

「
新
潟
東
北
日
報
」（
大
正
二
年

八
月
二
十
九
日
付
）
は
「
栖
吉
川

お
よ
び
福
島
江
の
破
堤
と
信
濃
川

の
逆
流
と
に
よ
り
、
長
岡
市
内
は

本
町
、
表
町
を
除
く
ほ
か
ほ
と
ん

ど
全
部
浸
水
し
（
中
略
）、
浸
水
最

も
深
き
は
文
治
町
、
山
本
町
、
新

屋
敷
方
面
に
し
て
一
・
五
メ
ー
ト

ル
に
上
り
（
中
略
）、
警
察
署
の
調

査
に
よ
れ
ば
浸
水
戸
数
は
床
上
千

八
百
十
九
戸
、
床
下
九
百
二
十
二

戸
、
合
計
二
千
七
百
四
十
一
戸
な

り
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
の
長
岡
市
域
で
は
、

大
正
三
年
八
月
に
水
梨
村
と
大
島

村
（
大
宮
町
）
の
間
の
信
濃
川
の

堤
防
が
破
れ
る
な
ど
大
き
な
水
害

が
幾
度
か
起
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
大
正
五
年
に
は
太
田
川
改
修

工
事
が
竣
工
し
た
り
、
八
丁
潟
の

水
害
予
防
組
合
が
発
足
し
た
り
と
、

治
水
へ
の
取
り
組
み
が
着
実
に
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

栖す

吉よ
し

川が
わ

開か
い

修し
ゅ
う

碑ひ

(2

碑の高さは約２メートルで、篆額（てんが
く）は農商務大臣の河野廣中。裏面には「設
計者・新潟県技師・奥山亀蔵、現場監督者・
技手・松下勝次郎、請負者・高鳥博」と工事
関係者の名前が刻まれています。

▲栖吉川開修碑（城岡２丁目）

「長岡市政だより」は市民情報ラウンジ（市役所１階）、秘書広報課（市役所４階）、まちの情報コーナー（市民センター１階）で発行日から閲覧できます。

お問い合わせは
科学博物館蕁３２・０５４６へ
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年　度�
収 集 経 費 �
焼 却 経 費 �
不燃・埋立経費�
パイプライン経費�

計�

12�
7.4�
7.3�
2.3�
0.5�
17.5�
3.0�
20.5�

13�
7.2�
7.8�
2.3�
0.5�
17.8�
3.2�
21.0�

14�
7.1�
7.4�
2.3�
0.5�
17.3�
3.4�
20.7�

リサイクル経費�
合　　計�

ご
み
経
費�

※単位は億円（金額は建設起債償還分を除く）�

表1 長岡市のごみの処理費用の推移�



都市型集合住宅�

既存商業、業務施設�
インキュベーション商業施設�

行政施設（事務）�

行政施設（事務）�

商業施設�
（百貨店、専門店）�

既存カルチャー、学習塾�

健康、福祉施設�

駐 車 場 �

生涯学習施設�

多目的ホール、集会施設�
インキュベーションスペース、�
市民センター機能�
�

行政施設（窓口、相談）�

都市型集合住宅�

既存商業、業務施設�
インキュベーション商業施設�

市民センター機能�

生涯学習施設�

行政施設�
（窓口、事務）�

既存カルチャー、学習塾�

健康、福祉施設�

駐 車 場 �

行政施設（窓口、相談）�

商業施設�
（百貨店、専門店）�

多目的ホール、集会施設�
�

都市型集合住宅�

既存商業、業務施設�
インキュベーション商業施設�

市民センター機能�

生涯学習施設�

商業施設�
（百貨店、専門店）�

既存カルチャー、学習塾�

健康、福祉施設�

駐 車 場 �

定期借地権付集合住宅�

行政施設�
（新市役所本庁舎）�

多目的ホール、集会施設�
�

駐車場、公園、広場�駐車場、公園、広場�

駐車場、公園、広場�駐車場、公園、広場�

駐車場、公園、広場�駐車場、公園、広場�

【厚生会館地区】�【大手通中央地区】�【大手通表町地区】�

【厚生会館地区】�【大手通中央地区】�【大手通表町地区】�

【厚生会館地区】�【大手通中央地区】�【大手通表町地区】�

　市民活動や起業を支援する自由空間や、
交流活動施設をもった市民力拠点を核とし
ながら、生涯学習、行政サービス、商業、
都心居住、健康・福祉などの多様な機能が
複合的に分散配置された魅力的な都市空間
を創出することによって、回遊性の高い中
心市街地の形成を目指す。�

先導的に取り組むべき�
都市機能配置のパターン�

市民力拠点の形成と回遊性の創出を目指す案�
パターン1

　中心市街地の商業機能を駅前に重点的に
集積させることで集客力を大きく高めると
ともに、かつての国漢学校の地に生涯学習
機能、行政機能を回帰させ、拠点配置する
ことで、にぎわいと活気に満ちた中心市街
地の形成を目指す。�

都心商業の強化と生涯学習拠点を核とした案�
パターン2

　厚生会館地区に市町村合併後の新しい市
庁舎、全天候型の市民広場、多目的ホール、
展望ロビーなどを整備し、新たな魅力の創
出とシンボル性を大きくアピールする中で、
市民文化交流活動、生涯学習、健康・福祉、
都心居住などの各機能を再配置し、拠点性
の高い中心市街地の形成を目指す。�

新たな魅力の創出とシンボル性を強調した案�
パターン3

大手
通り
�

長岡操車場地区�

JR長岡駅�

大手口駅前広場�

厚生会館地区�

大手通中央地区�
大手通表町地区�

大手口駅前広場�

厚生会館地区�

大手通中央地区�
大手通表町地区�

て
は
、
市
の
財
政
負
担
を
最
小
限

に
抑
え
つ
つ
、
最
大
の
投
資
効
果

を
引
き
出
す
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
提
案
。

そ
の
た
め
、
再

開
発
事
業
や
Ｐ
Ｆ

Ｉ
手
法
な
ど

民
間
活
力

を
最
大
限

活
用
す
る

ほ
か
、
空

き
店
舗
な
ど

既
存
の
民
間
施
設

を
有
効
活
用
す
べ
き

だ
と
し
て
い
ま
す
。

構
造
改
革
会
議
で
は
、
こ
の
中

間
報
告
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
今
後
さ
ら
に
議
論
を
深
め
、
今

年
度
中
に
提
言
と
し
て
ま
と
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

中
間
報
告
書
は
、
市
役
所
一
階

市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
な
が
お
か

市
民
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ご
意
見
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、

ま
ち
な
か
活
性
課
1
39
・
２
８
０

７
へ
ど
う
ぞ
。

３
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み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

２

中
間
報
告
で
は
「
三
十
万
広
域

市
民
の
多
様
な
活
動
交
流
拠
点
と

な
る
新
し
い
長
岡
の
顔
づ
く
り
」

を
中
心
市
街
地
整
備
の
基
本
理
念

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
の
将
来
像

と
し
て
、
長
岡
地
域
の
玄
関
口
で

あ
り
、
公
共
交
通
網
の
結
節
点
で

も
あ
る
と
い
う
「
立
地
特
性
を
活

か
し
た
多
様
な
交
流
の
ま
ち
」
と
、

こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
社
会
資
本

や
都
市
機
能
を
活
か
し
た
「
快
適

で
魅
力
あ
る
生
活
空
間
を
実
現
で

き
る
ま
ち
」
の
二
つ
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

そ
の
上
で
、
ま
ち
な
か
に
来
る

人
・
住
む
人
・
働
く
人
を
増
や
す

「
ま
ち
な
か
回
帰
」
の
重
要
性
を

指
摘
し
て
、
今
後
、
中
心
市
街
地

に
求
め
ら
れ
る
都
市
機
能
を
整
理

し
て
い
ま
す
（
下
図
参
照
）。

ま
た
、
中
心
市
街
地
全
体
の
活

性
化
に
向
け
て
、
先
導
的
に
取
り

組
む
べ
き
都
市
機
能
配
置
の
パ
タ

ー
ン
を
提
案
し
て
い
ま
す
（
次
ペ

ー
ジ
参
照
）。

中
間
報
告
に
よ
る
と
、
先
導
的

に
整
備
す
る
地
区
と
し
て
、
三
つ

の
地
区
（
厚
生
会
館
地
区
、
大
手

通
中
央
地
区
、
大
手
通
表
町
地
区
）

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
新
し
い
発
想
に
立
っ

た
「
ま
ち
な
か
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
」

機
能
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
多

様
な
機
能
が
複
合
す
る
空
間
を
つ

く
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
ま
ち
な
か
へ
の

回
帰
の
流
れ
を
中
心
市
街
地
全
体

に
波
及
さ
せ
る
ほ
か
、
民
間
施
設

の
立
地
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
三
つ
の
地
区
に
加
え
、

長
岡
操
車
場
地
区
を
シ
ビ
ッ
ク
コ

ア
計
画
を
核
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

先
導
的
整
備
の
実
施
に
あ
た
っ

先
導
的
に
取
り
組
む
べ
き
都
市
機
能
配
置
の
パ
タ
ー
ン
を
提
案

中
心
市
街
地
構
造
改
革
会
議
の
中
間
報
告
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

市
で
は
、
今
年
五
月
に
長
岡
市
中
心
市
街
地
構
造
改
革
会
議
（
座
長
・
田
村
巖
長
岡

商
工
会
議
所
会
頭
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
市
町
村
合
併
を
含
む
新
た
な
視
点
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
中
心
市
街
地
の
都
市
機
能
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

九
月
十
九
日
に
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
整
理
し
た
中
間
報
告
書
が
同
会
議
か
ら
市
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

先
導
的
に
整
備
す
る
地
区

▲森市長に中間報告書を手渡す構造改革会
議・田村座長（写真左・９月19日）

中
心
市
街
地
整
備
の
基
本
理
念
�

中
心
市
街
地
全
体
の
活
性
化
�

○
立
地
特
性
を
活
か
し
た
多
様
な
交
流
の
ま
ち
�

○
快
適
で
魅
力
あ
る
生
活
空
間
を
実
現
で
き
る
ま
ち
�

住む人を増やす�

働く人を増やす�

来る人を増やす�

行政サービス機能、市民活動
を支援する文化・交流機能な
ど公共施設の立地促進�
時間消費型の商業・娯楽機能
の誘導�
教育・文化、観光など多様な
機能の充実�

さまざまなライフスタイルに
対応した利便性の高い都心居
住の実現�
医療・福祉機能と連携した高
齢者の都心居住の導入�

まちなかのインキュベーショ
ン機能（起業支援）による新
たな業務機能の立地促進�
多様な都市機能集積による職
場の創出�

まちなか回帰の促進�

〔中心市街地に求められる都市機能〕�

○�
�
�
○�
�
○�

○�
�
�
○�
�

○�
�
�
○�
�

中
心
市
街
地
の
将
来
像
�

 
万
広
域
市
民
の
多
様
な
活
動
交
流
拠
点
と
な
る
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岡
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有
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検討中の節水ルール案（概要）
このルールは、事業者のほか、町内会などがつくる消雪パ

イプ管理組合や家庭で消雪パイプを使用する全ての市民を対
象としています。
①市は、散水量や自動降雪検知器の
作動設定について、具体的な数値
や節水手順を盛り込んだ基準を新
たに作成し、全ての消雪パイプ使
用者に遵守を求めます。
②150裃以上の道路や駐車場を消雪
する事業者や町内会などを対象に、
これまでの自動降雪検知器に加え、
散水量調節用の水量調節弁の設置
を義務付けます。
③くみ上げるポンプの吐出口径が
100㎜以上の事業者（おおむね100
台以上の駐車場の所有者や国・県・市道が対象）に、管理
責任者の選任を義務付け、同時に水量測定器の設置とくみ
上げた地下水量の報告も義務付けます。
④市は、地下水の水位が大幅に低下した時には、「地盤沈下
注意報」や「地盤沈下警報」を発令して一層の節水を全市
民に求めます。
⑤そのほか、市では、節水パトロールの強化や、水量調節弁
を設置しようとする人への助成なども検討しています。

長
岡
市
で
は
、
消
雪
用
地
下
水

の
く
み
上
げ
に
よ
る
地
盤
沈
下
を

防
止
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
三
年

か
ら
、
市
道
等
へ
の
消
雪
パ
イ
プ

の
新
設
を
自
粛
し
、
環
境
の
保
全

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
消
雪

パ
イ
プ
が
未
整
備
の
通
学
路
を
利

用
す
る
児
童
・
生
徒
や
そ
の
保
護

者
、
ま
た
、
福
祉
施
設
等
を
利
用

す
る
高
齢
者
や
身
体
に
障
害
の
あ

る
人
た
ち
か
ら
は
「
冬
で
も
安
心

し
て
歩
け
る
よ
う
、
必
要
と
認
め

ら
れ
る
所
に
は
、
新
た
に
消
雪
パ

イ
プ
を
敷
設
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
相
反
す
る
二
つ
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
市
で
は
来
年
の

三
月
を
目
途
に
、
地
盤
沈
下
防
止

と
消
雪
パ
イ
プ
の
有
効
活
用
を
両

立
さ
せ
る
た
め
の
地
下
水
の
節
水

ル
ー
ル
づ
く
り
と
条
例
化
に
、
市

民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
節
水
ル
ー
ル
の
検
討

に
あ
た
っ
て
、
平
成
十
三
、
十
四

年
度
の
二
年
を
か
け
て
地
下
水
の

く
み
上
げ
量
や
地
盤
沈
下
の
状
況

に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
。
こ
れ

ら
の
結
果
を
分
析
・
検
討
し
て
、

こ
の
た
び
、
上
欄
の
節
水
ル
ー
ル

案
（
概
要
）
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
の
節
水
ル
ー
ル
案
（
概
要
）

で
は
、
例
え
ば
、
①
の
ル
ー
ル
が

実
施
さ
れ
全
市
域
で
適
正
な
散
水

量
が
守
ら
れ
る
と
、
現
在
の
地
下

水
の
く
み
上
げ
量
の
お
よ
そ
二
四

％
が
節
約
で
き
る
と
い
う
試
算
が

出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か

の
ル
ー
ル
も
、
全
市
で
一
斉
に
行

う
こ
と
で
、
か
な
り
の
効
果
が
期

待
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
岡
市
で
は
、
節
水
ル
ー
ル
を

制
定
し
て
節
水
に
取
り
組
み
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
地
下
水
の
く
み
上
げ
量
を
現
在

よ
り
も
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
、

そ
の
上
で
、
節
約
で
き
た
地
下
水

の
一
部
を
活
用
し
て
、
必
要
な
所

に
は
新
た
な
消
雪
パ
イ
プ
を
敷
設

し
、
冬
で
も
安
心
し
て
通
勤
・
通

学
や
施
設
の
利
用
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
節
水
ル
ー
ル
の

制
定
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
、
節

水
ル
ー
ル
案
の
内
容
、
ま
た
、
市

が
考
え
て
い
る
新
し
い
地
下
水
利

用
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
、
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く

だ
さ
い
。
ご
意
見
は
、
電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
環
境
政
策
課
蕁
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０
５
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、
Ｅ
メ
ー
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city.nagaoka.niigata.jp

へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

５

長
岡
市
は
地
下
水
の
節
水
と
消
雪
パ
イ
プ
の
有
効
活
用
に
同
時
に
取
り
組
み
ま
す

地
下
水
の
節
水
ル
ー
ル
制
定
に
ご
意
見
を
！

２
年
に
及
ぶ
調
査
と
検
討
を

重
ね
て
節
水
ル
ー
ル
案
を
策
定

徹
底
し
た
節
水
を
実
施
の
う
え

新
規
パ
イ
プ
の
敷
設
を
検
討

ご
意
見
を

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

市政ニュース�NAGAOKA

▲写真は適正な散水量によ
って消雪した路面
ルール案①の基準には、

散水量の目安として、道路
ではおおむね0.3褄/裙・分、
散水幅は、おおむね20㎝以
下などの具体的な数値情報
を盛り込む予定です。

４

新
市
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
は
、

豊
口
協
新
市
将
来
構
想
策
定
小
委

員
会
委
員
長
か
ら
「
十
一
回
に
及

ぶ
小
委
員
会
の
成
果
と
し
て

『
人
は
財た

か
ら

、
い
き
い
き
都
市
・
新

な
が
お
か
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

た
長
岡
地
域
新
市
将
来
構
想
（
素

案
）
を
ま
と
め
ま
し
た
」
と
の
報

告
が
あ
り
、
将
来
構
想
の
基
本
的

な
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
事
務
局
か
ら
、
合
併
後
の

新
市
の
財
政
試
算
に
つ
い
て
、
中

間
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
将
来
構
想
に
盛

り
込
ま
れ
る
「
新
市
の
夢
」
に
つ

い
て
の
意
見
や
、
財
政
試
算
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
さ

れ
、
引
き
続
き
検
討
を
重
ね
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
合
併
後
の
地
域
自
治

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
協
議
に
移

り
、
最
初
に
、
八
市
町
村
の
首
長

で
つ
く
る
研
究
会
で
の
検
討
結
果

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
長
岡
市
に
本
庁
を
置
く

ほ
か
に
、
そ
の
他
の
七
市
町
村
に

支
所
を
置
き
、
支
所
に
は
①
住
民

票
の
発
行
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
関
わ
る
業
務
を
行
う
部
門
と
②

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
、
地
域
固
有
の
業
務
を
行
う

地
域
振
興
部
門
を
設
置
す
る
案
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
市

が
一
体
と
な
っ
て
発
展
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
長
岡
市
以
外
の
七

市
町
村
ご
と
に
地
域
委
員
会
（
仮

称
）
を
設
け
、
支
所
機
能
と
合
わ

せ
て
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
く
こ

と
や
、
地
域
振
興
基
金
の
創
設
な

ど
の
案
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

長
岡
市
以
外
の
委
員
か
ら
は
、

「
支
所
の
権
限
を
拡
充
し
て
欲
し

い
」、「
支
所
に
法
人
格
を
与
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
」
な
ど
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
森
会
長
は
「
合

併
し
て
一
つ
の
新
し
い
市
の
発
展

を
目
指
す
の
で
す
か
ら
、
こ
の
支

所
の
権
限
に
つ
い
て
の
議
論
は
、

か
け
引
き
の
材
料
や
合
併
す
る
に

あ
た
っ
て
の
条
件
を
争
う
も
の
に

は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
固

有
の
具
体
的
な
業
務
に
着
目
し
て

協
議
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
述
べ
、
協
議
を
リ
ー
ド
し
ま
し

た
。
ま
た
「
支
所
の
法
人
化
は
、

首
長
の
研
究
会
で
は
、
必
要
な
い

と
い
う
こ
と
で
一
致
し
て
い
ま
す
」

と
述
べ
た
う
え
で
、
こ
の
地
域
自

治
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
次
回
も

引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

最
後
に
、
各
種
事
務
事
業
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ

れ
、
最
終
調
整
方
針
が
委
員
全
員

か
ら
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

合
併
後
の
議
員
の
身
分
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
協
議

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
議
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同

時
配
布
の
「
任
意
合
併
協
議
会
だ

よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

次
回
の
協
議
会
は
、
十
月
七
日

貂
午
後
三
時
か
ら
、
長
岡
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。
傍
聴

を
希
望
す
る
人
は
、
開
会
三
十
分

前
か
ら
先
着
順
（
七
十
人
程
度
）

で
受
け
付
け
ま
す
。
直
接
会
場
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

新
し
い
「
長
岡
市
」
の
誕
生
に
向
け
て
大
詰
め
の
議
論
が
展
開

第
８
回
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
を
開
催

九
月
三
日
、
八
回
目
の
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
新
市
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
の
協
議
や
、
新
市

が
一
体
と
な
っ
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
地
域
自
治
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
各
種
事
務
事
業
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

新
「
長
岡
市
」
の
姿
を
描
く

将
来
構
想
の
素
案
を
承
認

支
所
や
地
域
委
員
会
の
設
置
な

ど
地
域
自
治
の
あ
り
方
を
協
議

地
域
自
治
は
あ
く
ま
で
も
長
岡

市
が
一
体
と
な
っ
て
発
展
し
て

い
く
た
め
の
も
の

▲８市町村の首長による地域自治研究会の検討結果を基に、地域自治のあり方に
ついての議論に臨む首長のみなさん（９月３日・ホテルニューオータニ長岡で）

市政広報番組放送のお知らせ
まったなし！市町村合併

～新しいまちづくりをめざしてPartⅡ～
最新の長岡地域任意合併協議会の協
議内容と長岡市の取り組みをＮＣＴ
（長岡ケーブルテレビ）で放送します。
放送日時＝10月18日貍

午後０時30分～０時50分
再 放 送＝①19日豸午後８時から

②21日貂午後10時30分から
③26日豸午前11時から



７

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
長

岡
の
ま
ち
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ

う
と
平
成
八
年
か
ら
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。
年
々
参
加
団
体
が
増
え
、

今
年
は
九
十
二
団
体
が
参
加
し
ま
し

た
。
五
月
か
ら
七
月
ま
で
の
間
に
は
、

緑
花
推
進
指
導
員
が
全
て
の
団
体
を

訪
れ
て
、
現
地
で
直
接
指
導
に
あ
た

り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
団
体
が
各
部

門
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
九
月
二

十
一
日
に
ハ
イ
ブ
長
岡
で
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
。

日
時
・
内
容
＝
①
十
月
一
日
貉
〜
十

五
日
貉
午
前
九
時
〜
午
後
九
時
（
一

日
は
午
後
一
時
か
ら
）
…
保
育
園
・

幼
稚
園
、
小
学
校
の
部
②
十
月
十
六

日
貅
〜
三
十
一
日
貊
午
前
九
時
〜
午

後
九
時
（
十
六
日
は
午
後
一
時
か
ら
。

三
十
一
日
は
正
午
ま
で
）
…
中
学
校

以
上
、
地
域
・
職
場
の
部
　
問
い
合

わ
せ
＝
公
園
緑
地
課
†
39
・
２
２
３

０

「
こ
れ
ま
で
憂
う
つ
だ
っ
た
雨
で

す
が
、
今
で
は
非
常
に
助
か
っ
て
い

ま
す
。
庭
の
木
や
植
木
の
水
や
り
に

使
っ
て
い
ま
す
が
、
二
百
リ
ッ
ト
ル

の
タ
ン
ク
い
っ
ぱ
い
に
貯
ま
る
と
、

だ
い
た
い
水
や
り
三
回
分
く
ら
い
に

使
え
ま
す
。
私
は
、
前
か
ら
こ
う
い

う
タ
ン
ク
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

今
は
農
機
具
の
洗
浄
に
使
っ
た
り
、

玄
関
先
の
掃
除
に
使
っ
た
り
も
し
て

い
ま
す
。
使
い
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ

ん
に
も
ぜ
ひ
お
勧
め
し
た
い
で
す
ね
」

（
美
沢
一
・
神
保
滋
さ
ん
、
神
保
ヨ

シ
ノ
さ
ん
）

「
家
の
前
な
ど
に
置
い
て
あ
る
約

百
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
水
や
り

に
利
用
し
て
い
ま
す
。
タ
ン
ク

は
ス
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
百
五
十

リ
ッ
ト
ル
の
も
の
を
選
び
ま
し

た
。
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
が

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
ホ
ー
ス
を
使
い
水
道
水
で

水
や
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
最
初
は
じ
ょ
う
ろ
で
の
水
や
り
は

手
間
だ
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
今

は
ゆ
っ
く
り
花
に
水
を
や
る
こ
と
で

『
虫
が
つ
い
て
な
い
か
な
』『
病
気
は

ど
う
か
な
』
と
花
を
観
察
す
る
余
裕

が
で
き
ま
し
た
」（
千
手
三
・
西
脇
国

昭
さ
ん
、
西
脇
恵
美
子
さ
ん
）

ん
へ
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
実

演
も
し
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
講
座
に
参
加
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
た
橘
良
子

さ
ん
は
「
講
座
に
参
加
し
て
み
て
、

改
め
て
絵
本
を
き
っ
か
け
に
子
ど

も
と
向
き
合
う
こ
と
、
触
れ
合
う

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
読
み
聞
か

せ
の
良
さ
を
伝
え
た
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
は
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
親
と
子

の
心
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
な
く
、
父

親
が
子
育
て
に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
課
†
39

・
２
２
０
４
へ
ど
う
ぞ
。

▲水やりする神保滋さん（左：
神保ヨシノさん）

▲雨水貯留タンクから
水をじょうろに移す西
脇恵美子さん

▲朝の水やり（山本中学校）
「『花づくりで地域と連携』をテーマに、

苗植えを保護者や地域の人たちと一緒にやっ
たり、プランターを地域の福祉施設などに貸
し出したりするなどして、花づくりに取り組
みました。
今年は雨が多く、病気や根腐れがあって管

理が大変でしたが、生徒一人ひとりが一生懸
命に世話してくれました。花の管理は生徒全
員がグループに分かれて担当してきたので、
今回の最優秀賞は、全員の力で受賞できたと
思っています」（山本中学校の担当教諭・濁川
朋也さん）

市政ニュース�NAGAOKA

▲橘良子さん（９月９日
・お気に入りの絵本のア
ンケート開票作業で）

参
加
し
た
団
体
の
作
品
を

市
民
セ
ン
タ
ー
で
展
示
し
ま
す

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
決
定
！

私
た
ち
雨
水
を
有
効
に
使
っ
て
い
ま
す

【
保
育
園
・
幼
稚
園
の
部
】

黒
条
保
育
園

【
小
学
校
の
部
】

桂
小
学
校

【
中
学
校
以
上
の
部
】

山
本
中
学
校

【
地
域
・
職
場
の
部
】

高
見
団
地
町
内
会

最
優
秀
賞
受
賞
団
体

雨
が
降
る
と
『
貯
ま
る
ぞ
』
と

思
え
て
う
れ
し
い

花
を
観
察
す
る
余
裕
が

で
き
ま
し
た

都
市
雨
水
対
策
の
一
環
と
し
て
市
政

だ
よ
り
五
月
号
で
募
集
し
た
雨
水
貯
留

タ
ン
ク
モ
ニ
タ
ー
五
人
の
中
か
ら
お
二

人
の
利
用
の
様
子
を
取
材
し
ま
し
た
。

他
の
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
も
い
ろ

い
ろ
工
夫
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
雨

水
貯
留
タ
ン
ク
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
下
水
道
管
理
課
†
39
・
２
２
３

５
へ
ど
う
ぞ
。

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
モ
ニ
タ
ー
に
聞
き
ま
し
た

６

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
は
、
赤

ち
ゃ
ん
と
ま
わ
り
の
み
ん
な
が

絵
本
を
通
し
て
楽
し
い
時
間
を
分

か
ち
合
う
こ
と
を
応
援
す
る
取
り

組
み
で
す
。

市
で
は
十
月
か
ら
、
健
康
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
る
生
後
五
・
六
カ

月
の
赤
ち
ゃ
ん
相
談
の
際
に
、
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵
本
と
ア
ド

バ
イ
ス
集
を
手
渡
し
ま
す
。

対
象
は
、
今
年
の
四
月
一
日
以

降
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

絵
本
を
手
渡
す
と
き
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
図
書
館
司
書
が
、

「
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
よ
」

な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ
え
て
、

赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
の
楽
し
さ
を
分

か
ち
合
う
こ
と
の
大
切
さ
や
喜
び

を
伝
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
赤
ち
ゃ

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

読
み
聞
か
せ
を
実
演

絵
本
を
通
し
て
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を

１０
月
か
ら
始
め
ま
す

▲「お気に入りの絵本」への投票に多数ご参加いただき、
ありがとうございました。長岡市ブックスタート推進ワー
キンググループでは、投票の多かった上位30冊の中からブ
ックスタートで配る赤ちゃん向け絵本６冊を選びました。

あなたの「お気に入りの絵本」の投票結果を発表
投票総数は1,469件、絵本のタイトル数も470件になりました。この結果は、ブッ

クスタートのための赤ちゃん向け絵本選考をはじめ、一緒に配るアドバイス集（赤
ちゃん向け・幼児向け）作りの参考にさせていただきました。
投票の結果は、市役所１階市民ホール、各図書館、ながおか市民センター２階ウ
ィルながおかでお知らせします。
お気に入りの絵本ベスト11冊
�
１ ぐりとぐら なかがわりえこ、おおむらゆりこ�
２ はらぺこあおむし エリック・カール（作）、もりひさし（訳）�
３ からすのパンやさん かこさとし�
４ いない　いない　ばあ 松谷みよ子、瀬川康夫�
５ ノンタン キヨノサチコ�
６ おおきなかぶ Ａ・トルストイ（再話）、内田莉莎子（訳）、�
  佐藤忠良（絵）�
７ 100万回生きたねこ 佐野洋子�
８ しろくまちゃんの 森比左志（文）、わかやまけん（絵）�
 ほっとけーき�
８ どろんこ　ハリー ジーン・ジオン（文）、マーガレット・ブロイ・�
  グレアム（絵）、わたなべしげお（訳）�
８ バーバ　パパ アネット・チゾン、タラス・テイラー（作）、�
  やましたはるお（訳）�
８ はじめてのおつかい 筒井頼子、林明子�

順位　　書　　　　　名 　　　　　文（作）　・　　絵�

この中から１冊をお選びください�

わーこのりんご�
おいしそうだね！�
（『くだもの』の読み聞かせで）�

みなさんから絵本にまつわるコメントもたくさんいただきました。いくつかをご紹介
します。「私が初めて感動して泣いた本です『ずーっとずーっとだいすきだよ』」、「パパ
が古本屋で見つけてきたもので、乗り物が大好きな息子は一番のお気に入りになりまし
た『ろせんばす』」、「食べたいな『くだもの』」など。楽しい感想がいっぱいでした。

▲１位となった「ぐりとぐ
ら」シリーズの『ぐりとぐ
らのえんそく』『ぐりとぐら
のおおそうじ』



９

30
分
〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
青

少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
室
内
温
水

プ
ー
ル
　
対
象
＝
県
内
の
小
・

中
・
高
校
生

競
技
内
容
＝
自

由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳
・
バ
タ

フ
ラ
イ
・
個
人
メ
ド
レ
ー
・
リ

レ
ー
各
種
目
の
年
齢
別
競
技

参
加
料
＝
１
人
３
０
０
円

申

し
込
み
＝
10
月
15
日
貉
ま
で
に

各
学
校
や
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

ご
と
に
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

参
加
料
を
添
え
て
青
少
年
文
化

セ
ン
タ
ー
へ
持
参
（
申
込
用
紙

は
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
「
大

航
海
時
代
」（
約
45
分
）
を
投
映

し
て
い
ま
す
。

※
温
水
プ
ー
ル
は
11
月
９
日
豸
、

大
会
の
た
め
一
般
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

す
べ
て
無
料
で
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

本
を
有
効
活
用
し
て
も
ら
う

た
め
、
図
書
館
で
不
用
に
な
っ

た
本
を
無
料
で
お
譲
り
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
13
日
豢
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
　
会
場
＝
美

術
セ
ン
タ
ー
（
中
央
図
書
館
２

階
）

内
容
＝
一
般
書
の
小
説
、

実
用
書
、
雑
誌
（
児
童
書
は
あ

り
ま
せ
ん
）

冊
数
＝
１
人
20

冊
ま
で
（
袋
は
各
自
で
ご
用
意

く
だ
さ
い
）

※
駐
車
場
が
大
変
混
み
合
い
ま

す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
10
月
18
日
貍
午
後
２
時

〜
３
時
40
分
　
会
場
＝
中
央
図

書
館
講
堂
　
内
容
＝
「
極
私
的

エ
ロ
ス
・
恋
歌
１
９
７
４
」（
’72

年
日
本
）

定
員
＝
１
９
０
人

（
先
着
）

日
時
＝
10
月
24
日
貊
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
互
尊
文

庫
　
内
容
＝
東
野
圭
吾
著
「
ト

キ
オ
」

問
い
合
わ
せ
＝
互
尊

文
庫
1
35
・
７
９
８
１

ー
ル
で
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

日
時
＝
11
月
16
日
豸
、
12
月
７

日
豸
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
　
会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン

タ
ー
　
対
象
＝
小
学
３
年
生
〜

高
校
生
ま
た
は
親
子
　
定
員
＝

15
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
材

料
費
粘
土
１
㎏
４
０
０
円
　
申

し
込
み
＝
10
月
10
日
貊
〜
11
月

２
日
豸

日
時
＝
11
月
９
日
豸
午
前
９
時

日
時
＝
11
月
１
日
貍
〜
５
日
貉

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
５
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場
＝

厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル
、
第
二
小

ホ
ー
ル
　
部
門
＝
日
本
画
、
洋

画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
道
、
写

真
　
問
い
合
わ
せ
＝
国
際
文
化

課
1
39
・
２
２
５
１

市
内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民

俗
芸
能
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
３
日
豢
午
後
１
時

〜
３
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
中

ホ
ー
ル
　
出
演
＝
河
内
御
子
爺

保
存
会
、
李
崎
町
御
神
楽
保
存

会
、
高
島
町
郷
土
芸
能
保
存
会

問
い
合
わ
せ
＝
科
学
博
物
館
1

32
・
０
５
４
６

①
錦
鯉
品
評
会
・
即
売
会

約
２
万
匹
を
即
売
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
１
日
貍
〜
３
日
豢

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
（
品
評

会
は
１
日
の
み
で
正
午
か
ら
）

②
ら
ん
ち
ゅ
う

品
評
会
・
即
売
会

約
５
０
０
匹
を
即
売
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
１
日
貍
〜
３
日
豢

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
（
品
評

会
は
３
日
の
み
）

③
秋
の
味
穫
市

地
元
で
取
れ
た
新
鮮
な
野
菜

や
米
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
１
日
貍
〜
３
日
豢

午
前
９
時
か
ら
（
完
売
し
た
時

点
で
終
了
）

④
菊
花
展
示
会

色
と
り
ど
り
、
多
種
多
様
な

菊
を
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
２
日
豸
〜
６
日
貅

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
（
２
日

は
審
査
会
が
終
了
す
る
午
後
１

時
30
分
こ
ろ
か
ら
）

会
場
＝

厚
生
会
館
東
側
自
由
広
場
　
内

容
＝
第
１
〜
３
花
壇
、
自
由
１

・
３
幹
立
、
懸
崖
、
盆
栽
、
切

り
花
な
ど
約
１
、３
０
０
鉢

作
品
募
集

自
慢
の
菊
を
出
品
し
て
く

だ
さ
い
。
優
秀
作
品
に
は
賞

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

募
集
内
容
＝
自
由
大
菊
、
小

菊
、
切
り
花
な
ど
　
問
い
合

わ
せ
＝
長
岡
市
菊
花
愛
好
会

事
務
局
・
斉
藤
さ
ん
1
36
・

５
２
５
４
、
中
川
さ
ん
1
35

・
７
３
８
１

《
４５
周
年
記
念
展
示
》

風
景
花
壇
「
霊
峰
富
士
」
を

ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
課
1
39
・

２
２
２
１

０
０
円（
当
日
３
０
０
円
増
）、
介
助

者
無
料

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
＝
長
岡
大

和
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
ジ
ャ
ス
コ

長
岡
店
、
文
信
堂
書
店
、
長
岡
市
民

劇
場
、
島
津
レ
コ
ー
ド
店
、
シ
ネ
マ

チ
ャ
オ

伊
藤
敏
博
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
・
渡
辺

さ
ん
1
・
FAX
29
・
１
６
７
３

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
15
日
貉
午
後
７
時
か
ら

（
雨
天
中
止
）

会
場
＝
信
濃
川
河

川
公
園
第
２
野
球
場
駐
車
場

星

空
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
太
田
さ
ん
1
32

・
１
５
０
８

日
時
＝
10
月
17
日
貊
〜
19
日
豸
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

会
場
＝
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森

新
潟
県
植
木
商
組

合
・
橋
本
さ
ん
1
０
２
５
６
・
38
・

８
３
０
４

昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
10
月
18
日
貍
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
１
時
　
会
場
＝
信
濃
川
妙
見

堰
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加

料
＝
大
人
８
０
０
円
、
小
学
生
４
０

０
円
、
一
家
族
１
、０
０
０
円

人

と
自
然
が
つ
な
が
る
「
信
濃
川
学
校
」

・
永
井
さ
ん
1
・
FAX
32
・
７
７
６
９

日
時
＝
10
月
18
日
貍
・
19
日
豸
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
（
最
終
日
は
午
後

７
時
ま
で
）

内
容
＝
元
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
・
北
澤
豪
さ
ん
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
（
18
日
午
後
２
時
か
ら
）、
Ｂ
Ｒ

Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
コ
ン
サ
ー
ト
（
19
日
午
後

２
時
か
ら
）、
模
擬
店
な
ど

会
場
・

長
岡
大
学
学
務
課
1
39
・
１
６
１
２

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
34
・
1
3
0
5

中
央
図
書
館
†
32
・
0
6
5
8

lib@
city.nagaoka.niigata.jp

■
郷
土
民
俗
芸
能

公
演
会
（
無
料
）

■
長
岡
市
美
術
展
覧
会
（
市
展
）

■
厚
生
会
館
前
広
場
イ
ベ
ン
ト

■
秋
の
星
座
観
測
会

■
秋
の
植
木
祭
り

■
妙
見
堰
で
サ
ケ
の
遡
上
を
観
て

投
網
体
験
会
＆
昼
食
交
流
会

■
長
岡
大
学
悠
久
祭

星空をみる会（無料）
直接会場へどうぞ。雨天、曇
天の場合は中止します。
日時＝10月10日貊午後７時～８
時30分　会場＝青少年文化セン
ター　問い合わせ＝青少年文化
センター134・1305 ▲関川夏央さん

文
芸
講
演
会
（
無
料
）

日
時
＝
11
月
９
日
豸
午
後
２

時
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
中

央
図
書
館
講
堂
　
講
師
＝
作

家
・
関
川
夏
央
さ
ん
　
テ
ー

マ
＝
テ
キ
ス
ト
を
読
む
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
―
漱
石
に

沿
っ
て
　
定
員
＝
１
９
０
人

（
抽
選
）

申
し
込
み
＝
10

月
10
日
貊
〜
24
日
貊
に
中
央

図
書
館
1
32
・
０
６
５
８
、

Ｅ
メ
ー
ルlib@

city.nagao
ka.niigata.jp

、
ま
た
は
各

図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

日
時
＝
１１
月
1
日
G
〜
7
日
F

会
場
＝
厚
生
会
館

み
　
こ

じ
い

●
親
子
焼
物
の
つ
ど
い

１

●
エ
コ
・
ブ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ア

１

●
映
画
会

２●
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

３

●
第
35
回
室
内
水
泳
記
録
大
会

２
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ご
家
族
で
実
り
の
秋
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
新
鮮
な
農
畜
産

物
と
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

日
時
＝
10
月
25
日
貍
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
、
26
日
豸
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
ハ
イ

ブ
長
岡
　
内
容
＝
農
業
Ｐ
Ｒ
、

農
産
物
品
評
会
、
農
畜
産
物
販

売
、
き
の
こ
ま
つ
り
、
小
・
中

学
校
絵
画
展
、
保
育
園
児
発
表

会
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、
健
康

展
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
バ
ザ

ー
、
ジ
ャ
ン
ボ
巻
す
し
づ
く
り

な
ど
　
問
い
合
わ
せ
＝
農
林
政

策
課
1
39
・
２
２
２
４
、
Ｊ
Ａ

越
後
な
が
お
か
組
織
福
祉
課
1

８

35
・
１
３
０
４

収
穫
後
の
米
が
食
卓
に
届
く

ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
、
施
設

見
学
を
交
え
な
が
ら
、
わ
か
り

や
す
く
学
び
ま
す
。
当
日
は
新

米
の
直
売
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
10
月
17
日
貊
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
Ｊ

Ａ
越
後
な
が
お
か
東
カ
ン
ト
リ

ー
エ
レ
ベ
ー
タ
　
集
合
＝
午
前

９
時
に
市
民
セ
ン
タ
ー
前
（
会

場
へ
は
市
の
バ
ス
で
移
動
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加

料
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
10
月

10
日
貊
〜
15
日
貉

水
道
公
園
の
園
路
に
使
う
ブ

ッ
ロ
ク
に
簡
単
な
絵
（
手
形
や

足
形
も
Ｏ
Ｋ
）
を
彫
り
ま
す
。

日
時
＝
10
月
25
日
貍
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

会
場
＝
水
道
公
園
（
水
道
町
３

・
旧
中
島
浄
水
場
跡
地
）

定

員
＝
40
人
（
先
着
、
小
学
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
）

参
加
料
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝

10
月
10
日
貊
〜
22
日
貉

日
時
＝
11
月
15
日
貍
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会

館
第
二
小
ホ
ー
ル
　
講
師
＝
園

芸
愛
好
家
・
関
矢
哲
男
さ
ん

定
員
＝
50
人
（
先
着
）

持
ち

物
＝
筆
記
用
具
　
申
し
込
み
＝

10
月
15
日
貉
〜
11
日
12
日
貉

親
子
で
の
参
加
大
歓
迎
で
す
。

日
時
＝
10
月
25
日
貍
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
　
会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー
　
定
員
＝
50
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
人
１
、０
０
０
円

持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
台
ふ
き

申
し
込
み
＝
10
月
10
日
貊
〜
20

日
豺
に
長
岡
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
協

会
1
46
・
５
９
０
０
へ

地
域
づ
く
り
活
動
の
成
果
発

表
会
で
す
。
圏
域
内
の
地
域
づ

く
り
活
動
を
し
て
い
る
団
体
は

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

当
日
は
ど
な
た
で
も
見
学
で

き
ま
す
。

日
時
＝
11
月
16
日
豸
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
30
分
　
会
場
＝
な

が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
地
下
イ

ベ
ン
ト
広
場
　
申
し
込
み
＝
11

月
７
日
貊
ま
で
に
長
岡
地
域
広

域
行
政
組
合
「
長
岡
地
域
ま
ち

づ
く
り
ネ
ッ
ト
交
流
会
議
」
事

務
局
へ
（
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.soiga.com

/najira-net/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

ジ
ャ
ズ
の
調
べ
と
楽
し
い
食

事
や
お
酒
で
、
出
会
い
を
す
て

き
に
演
出
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
29
日
貍
午
後
６
時

〜
９
時
　
会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
　
対
象
と
定

員
＝
男
性
…
圏
域
内
在
住
25
歳

以
上
の
独
身
50
人
、
女
性
…
20

歳
以
上
の
独
身
50
人
　
参
加
料

＝
男
性
８
、０
０
０
円
、
女
性
３
、

０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
11
月

７
日
貊
必
着
で
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、
趣
味
、
特
技
を
記
入

し
た
紙
と
返
信
用
封
筒
（
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
90
円
切
手
を

張
っ
た
も
の
）
を
同
封
の
う
え
、

〒
９
４
０
―
０
０
８
４
幸
町
２

の
１
の
１
長
岡
市
役
所
幸
町
分

室
２
階
長
岡
地
域
広
域
行
政
組

合
へ
郵
送
、
持
参
ま
た
は
Ｅ
メ

原
稿
は
掲
載
希
望
月
の
前
月
５
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前

日
）
ま
で
に
〒
９
４
０
―
８
５
０
１

秘
書
広
報
課
広
報
係
へ
郵
送
、
持
参
、

FAX
39
・
２
２
７
２
、
Ｅ
メ
ー
ルinf-

prd@
city.nagaoka.niigata.jp

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紙
面
に
限
り
が
あ
る
こ
と

や
市
政
だ
よ
り
の
全
世
帯
配
布
に
一

定
の
日
数
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

開
催
日
や
申
し
込
み
期
限
が
発
行
月

の
初
旬
の
も
の
は
、
掲
載
を
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

秘
書
広
報
課
蕁
39
・
２
２
０
２

要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
10
日
貊
午
後
６
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

講
師
＝
新
潟
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
・
福
田
忠
弘
さ
ん
　
演
題
＝

地
方
か
ら
の
国
際
協
力
　
出
演
＝
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
・
五
十
嵐
郊
味
さ
ん

定
員
＝
４
５
０
人
（
先
着
）

長

岡
郵
便
局
貯
金
課
1
32
・
４
２
６
８

手
話
、
要
約
筆
記
、
赤
外
線
補
聴

シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
午
後
４
時

か
ら
ロ
ビ
ー
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ

ー
が
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
10
月
15
日
貉
午
後
７
時
か
ら

（
６
時
30
分
開
場
）

会
場
＝
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル
　
入
場
料
＝
一
般
２
、

７
０
０
円
、
小
・
中
・
高
校
生
１
、５

花の広場で花植えをしませんか
直接会場へどうぞ。
日　時＝10月25日貍午後１時30分～２時30分
会　場＝千秋が原ふるさとの森花の広場
持ち物＝移植ごて
問い合わせ＝公園緑地課139・2230

アトリウム129・5757（当日のみ）

農
林
政
策
課†

39
・
2
2
2
4

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

農
林
振
興
課†

39
・
2
2
2
3

●
長
岡
野
菜
料
理
教
室

■
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
＆

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

■
伊
藤
敏
博
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合

†
37
・
6
0
6
7

kouiki.nagaoka.niigata.jp

公
園
緑
地
課†

39
・
2
2
3
0

FAX
39
・
2
2
7
0

kouen@
city.nagaoka.niiga

ta.jp

●
な
が
お
か
農
業
ま
つ
り

１

●
水
道
公
園
の
園
路
ブ
ロ
ッ
ク

に
あ
な
た
の
絵
を

１

●
圏
民
ふ
れ
あ
い
事
業

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
Ⅸ

２

●
現
代
版
米
百
俵
物
語

市
民
参
加
の
米
づ
く
り

「
米
コ
メ
講
座
（
第
５
回
）」

２

●
長
岡
地
域
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ

ト
交
流
会
議
「
な
じ
ら
ネ
ッ

ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」（
無
料
）

１ ●
花
と
緑
の
教
室
（
無
料
）

「
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン
の
育

て
方
（
冬
越
し
の
仕
方
）」

２



11

日
時
＝
10
月
17
日
貊
・
27
日
豺

午
前
11
時
か
ら
（
１
時
間
程
度
）

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊

び
や
体
操
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
10
月
15
日
貉
・
22
日
貉

・
29
日
貉
、
11
月
５
日
貉
の
午

前
11
時
か
ら
（
15
分
程
度
）

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
、
相
談
員
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分

※
ち
び
っ
こ
広
場
で
は
、
保
育

士
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

期
日
＝
10
月
８
日
貉
〜
13
日
豢

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

日
時
＝
10
月
17
日
貊
午
後
６
時

〜
８
時
　
会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン

ト
広
場

日
時
＝
10
月
25
日
貍
①
午
前
11

時
〜
午
後
０
時
10
分
②
午
後
２

時
30
分
〜
３
時
40
分
　
会
場
＝

地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場
　
参
加
料

＝
大
人
１
、２
０
０
円
、
中
・
高

校
生
１
、０
０
０
円
、
３
歳
〜
小

学
生
８
０
０
円
　
申
し
込
み
＝

が
ら
く
た
の
会
・
田
所
さ
ん
1

０
９
０
･
６
６
８
１
･
６
５
７

３
、
Ｅ
メ
ー
ルgarakuta-no-
kai@

jp-h.ne.jp

期
日
＝
10
月
26
日
豸
〜
31
日
貊

会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

「
長
岡
逸
品
」を
紹
介
し
ま
す
。

期
日
＝
11
月
３
日
豢
〜
16
日
豸

会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
登
録
団

体
専
用
の
交
流
サ
ロ
ン
が
２
階

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
脇
に
で
き
ま
し

た
。登

録
し
た
団
体
の
人
な
ら
ど

な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
他

団
体
と
の
交
流
や
市
民
活
動
に

関
す
る
情
報
の
収
集
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

親
子
で
ミ
ニ
競
技
や
ゲ
ー
ム
、

ダ
ン
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
21
日
貂
午
前
11
時

〜
正
午
　
対
象
＝
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
　
定
員
＝
50
組
（
先

着
）

申
し
込
み
＝
10
月
11
日

貍
〜
19
日
豸

読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
親

子
で
絵
本
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
10
月
28
日
貂
午
前
11
時

か
ら
（
30
分
程
度
）

６
カ
月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
を

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
。「
わ
い
わ
い
ル

ー
ム
」（
ち
び
っ
こ
広
場
内
）
で

思
う
存
分
お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

内
容
＝
研
究
成
果
の
説
明
、
パ
ネ
ル

展
示
　
参
加
料
＝
無
料

新
潟
県

農
業
総
合
研
究
所
蕁
35
・
０
０
４
７

長
岡
逸
品
ふ
ぁ
ん
倶
楽
部
の
ガ
イ

ド
で
「
長
岡
逸
品
」
の
参
加
店
を
ま

わ
っ
て
、
ま
ち
な
か
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

日
時
と
コ
ー
ス
＝
①
10
月
24
日
貊
午

前
10
時
〜
午
後
１
時
…
靴
の
選
び
方

ア
ド
バ
イ
ス
付
き
コ
ー
ス
（
昼
食
付
）

②
10
月
28
日
貂
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分
…
駅
前
商
店
街
め
ぐ
り
コ
ー

ス
（
喫
茶
付
）

定
員
＝
各
コ
ー
ス

８
人
（
抽
選
）

参
加
料
＝
①
８
０

０
円
②
６
０
０
円

10
月
10
日
貊

〜
17
日
貊
に
長
岡
市
商
店
街
振
興
組

合
連
合
会
蕁
32
・
７
０
０
２
へ

日
時
＝
10
月
25
日
貍
午
後
１
時
か
ら

会
場
＝
中
央
図
書
館
　
講
師
＝
愛
知

淑
徳
大
学
教
授
・
國
信
潤
子
さ
ん

テ
ー
マ
＝
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
乗
り

超
え
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
す
る
た
め

に
　
定
員
＝
40
人
（
先
着
）

10

月
24
日
貊
ま
で
に
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ス
タ

デ
ィ
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
鈴

木
さ
ん
蕁
・
FAX
33
・
８
２
２
７
へ
（
６

カ
月
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
保
育

あ
り
。
要
予
約
で
お
や
つ
代
２
０
０

円
必
要
）

日
時
＝
10
月
25
日
貍
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡

入
場
料
＝
１
、０
０
０
円
（
当
日
２
０

０
円
増
）

長
岡
市
民
劇
場
内
瞽

女
唄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
蕁
35
・
９
５
３

８
（
月
〜
金
曜
日
正
午
〜
午
後
７
時
）

期間＝10月４日貍～26日豸（６日
豺・14日貂・20日豺・27日豺は休
園） 開園時間＝午前９時30分～
午後５時
■花の見ごろ
☆コスモス（11月３日豢まで）
・コスモスプレゼント
期間中の平日午前11時から（各
日先着50人）

・アメリカンフラワー教室（18日
・19日）

・しゅんこうの和紙ちぎり絵教室
（25日・26日）
・押し花教室（25日・26日）
☆バラ（10月中旬ころまで）
・香りの教室～あなただけのルー
ムフレグランスづくり（５日）

・ばら講習会～晩秋の手入れや越
冬準備についての講義（12日）

■都市緑化月間スペシャル！
～都市に緑と公園を～
・無料公開日＝10月５日豸・19日
豸（駐車料は有料）

・体験！プロジェクトワイルド～
楽しく体を動かしながら自然の
仕組みや働きを学ぼう！（12日）

・花車の切り花プレゼント
13日豢午後４時から（先着100人）

・ミニグリーンプレゼント
25日貍・26日豸午後４時から
（各日先着200人）
■芸術の秋
・ピアノトリオコンサート（４日）
・銀粘土アクセサリー教室（４日
・５日）

・オランダザンスフォークアート
教室（11～13日）

・島津トミ絵画展（15～19日）
・大文字草他山野草展（18～19日）
・森の音楽会（19日）
・ハーブせっけんづくり（19日）
・チェロ＆ピアノコンサート（25
日）

・牛乳パックが変身！花かご＆ハ
ーブのアレンジ（26日）

■スポーツの秋
・スーパードッグスコンペティシ
ョン（11日・12日）

・親子でエアロビ！（12日・19日）
・アルビレックスのコーチとサッ
カーしよう！（19日）

問い合わせ＝越後公園管理センター
蕁４７・８００１

国営越後丘陵公園オータ
ムフェア ’03へどうぞ！

■
秋
の
瞽
女
唄
公
演

ツ
ー
ル
･
ド
･
な
が
お
か

丸
太
早
切
り
三
島
大
会

合
併
対
象
市
町
村
対
抗
の
イ

ベ
ン
ト
第
２
弾
で
す
。
２
人
１

組
で
の
こ
ぎ
り
を
使
っ
て
丸
太

を
切
る
速
さ
を
競
い
ま
す
。

期
日
＝
11
月
３
日
豢

内
容
と

時
間
＝
①
丸
太
早
切
戦
…
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
②
交
流
会
…

正
午
〜
午
後
１
時
30
分
　
場
所

＝
み
し
ま
中
央
会
館
（
三
島
町
）

対
象
と
定
員
＝
５
組
　
参
加
料

＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
10
月
20

日
豺
必
着
で
往
復
は
が
き
の
往

信
の
裏
に
２
人
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
、
返
信
の

表
に
代
表
者
の
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
記
入

し
、
〒
９
４
０
―

８
５
０
１
長
岡
市

企
画
課
1
39
・
２

２
０
４
へ
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

■
中
心
商
店
街

ゆ
う
・
遊
ま
ち
め
ぐ
り

そ
の
他
の
催
し

●
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

長
岡
児
童
作
品
展

●
ア
ン
デ
ィ
先
生
の

マ
ジ
ッ
ク
教
室

●K.A
.M
.S
featS

ラ
イ
ブ

●
ち
び
っ
こ
集
ま
れ
！

ミ
ニ
運
動
会

１●
子
育
て
講
座

「
絵
本
を
楽
し
も
う
」

２●
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

３

●
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム

４●
相
談
窓
口

５

保
育
園
長�

保
育
園
の
入
園�

内
　
　
容�

担
　
当�

期
日�

10／16�
e

母
子
保
健�

推
進
員�

母
子
の
健
康�

や
子
育
て�

23�
e

栄
養
士�

幼
児
期
の
食
事�

30�
e

家
庭
児
童�

相
談
員�

家
庭
内
で
の�

困
り
ご
と�

11／６�
e

●
市
民
活
動
団
体
交
流
サ
ロ
ン

が
で
き
ま
し
た

お
知
ら
せ

●
逸
品
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

●
描
画
ク
ラ
ブ
作
品
展

ご
　
ぜ

■
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ス
タ
デ
ィ
ズ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
公
開
学
習
会

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
ゆ
く
え
」（
無
料
）

１２３
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

て
、
当
事
者
の
立
場
か
ら
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

相
談
日
時
＝
10
月
22
日
貉
、
11

月
５
日
貉
午
後
１
時
30
分
〜
４

時※
長
岡
市
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
1
47
・
２
２
０
８
、
FAX

47
・
２
２
０
６
で
も
毎
週
土
曜

日
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
、
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

障
害
の
あ
る
人
や
障
害
者
団

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
ス

ペ
ー
ス
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
人

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
子
ど
も
を
ふ
く
よ
か
に
育

て
る
秘
密
」、「
子
ど
も
を
愛
す

る
と
っ
て
お
き
の
秘
密
」
な
ど
、

子
ど
も
と
の
時
間
を
も
っ
と
楽

し
む
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け

ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
11
月
１
日
貍
午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分
　
会
場
＝
ウ

ィ
ル
な
が
お
か
　
講
師
＝
東
京

心
理
教
育
研
究
所
臨
床
心
理
士

・
石
川
泰
さ
ん
　
定
員
＝
70
人

（
先
着
）

申
し
込
み
＝
10
月

10
日
貊
〜
28
日
貂
（
一
時
保
育

あ
り
。
10
月
24
日
貊
ま
で
に
要

予
約
）

「
勉
強
し
た
い
」「
社
会
参
加

し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
子
育

て
中
の
人
た
ち
が
心
お
き
な
く

活
動
で
き
る
よ
う
、
保
育
の
お

手
伝
い
を
す
る
「
保
育
ヘ
ル
パ

ー
」
の
養
成
講
座
で
す
。
保
育

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活
動
し
た
い

人
、
子
育
て
の
参
考
に
し
た
い

人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
６
日
〜
27
日
の
毎

週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

（
計
４
回
）

会
場
＝
ウ
ィ
ル

な
が
お
か
　
定
員
＝
20
人
（
先

着
）

申
し
込
み
＝
10
月
10
日

貊
〜
28
日
貂
（
一
時
保
育
あ
り
。

10
月
24
日
貊
ま
で
に
要
予
約
）

日
時
＝
10
月
16
日
貅
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
２
０
２
会
議

室
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

講
師
＝
キ
ユ
ー
ピ
ー
㈱
研
究
所

・
犬
飼
進
さ
ん
　
申
し
込
み
＝

10
月
10
日
貊
か
ら
電
話
で

イ
ベ
ン
ト
（
交
流
会
な
ど
）

開
催
時
は
、
利
用
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

期
間
＝
10
月
８
日
貉
〜
13
日
豢

期
間
＝
10
月
15
日
貉
〜
20
日
豺

期
間
＝
10
月
22
日
貉
〜
27
日
豺

期
間
＝
10
月
29
日
貉
〜
11
月
３

日
豢

期
間
＝
11
月
５
日
貉
〜
10
日
豺

「
ピ
ア
」
と
は
仲
間
と
い
う

意
味
で
す
。
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
で
は
、
障
害
が
あ
り
な
が

ら
社
会
人
と
し
て
活
躍
す
る
人

が
相
談
者
と
な
り
、
障
害
者
の

日
常
生
活
の
悩
み
な
ど
に
つ
い

収
穫
し
た
芋
は
袋
売
り
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
19
日
豸
午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
ポ
マ
ト
倶
楽
部
ほ
場
（
国
道

８
号
「
高
頭
町
入
口
」
交
差
点
近
く
）

三
古
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
・

野
村
さ
ん
蕁
35
・
３
０
５
０

日
時
＝
10
月
19
日
豸
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

講
師
＝
幼
稚
園
「
星
の
子
」
教
師
・

嶋
村
慶
子
さ
ん
　
定
員
＝
20
人
（
先

着
）

参
加
料
＝
４
、５
０
０
円
（
材

料
費
含
む
）

ラ
グ
ラ
ス
の
会
・

高
柳
さ
ん
蕁
33
・
２
８
２
４

映
画
監
督
・
小
林
茂
さ
ん
の
映
画

上
映
が
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
10
月
19
日
豸
午
前
10
時
45
分

〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
　
参
加
料
＝
高
校
生
以
上
１
、

０
０
０
円
（
当
日
３
０
０
円
増
）

地
球
船
・
山
岡
さ
ん
蕁
・
FAX
33
・

９
３
７
３

「
柿
に
み
る
食
の
知
恵
」「
こ
れ
か

ら
の
食
を
支
え
る『
新
潟
の
農
産
物
』」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
22
日
貉
午
後
０
時
30
分

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会
館

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
　
1
３９
・
2
7
6
3

時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
が
な
い
催
し
は
す
べ
て
無
料
で
す
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
各
展
示
の
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
利
用
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）

1
３９
・
２
７
４
６

FAX
３９
・
２
７
４
７

w
ill@
city.nagaoka.niigata.jp

障
害
者
プ
ラ
ザ
（
１
階
）

1
３９
・
２
７
５
１

●
第
11
回
川
崎
表
装
（
掛
軸
）

作
品
展

●
ス
ペ
ー
ス
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す

●
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

●
第
10
回
Ａ
Ｉ
Ｒ
ジ
ャ
パ
ン
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
の
話
」

●
講
演
会
「
た
の
し
い
子
育
て

の
秘
密
〜
子
育
て
で
悩
む
前

に
〜
」（
無
料
）

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

1
３９
・
２
７
７
５

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
さ
と
い
も
・
さ
つ
ま
い
も
の

収
穫
体
験

■
子
ど
も
の
お
人
形
づ
く
り

■
い
の
ち
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
長
岡

〜
城
み
さ
を
講
演
会

☆
ト
ー
ク
と
さ
を
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
〜

越
後
オ
ペ
ラ
「
み
る
な
の
座
敷
」

ハ
イ
ラ
イ
ト
版
ご
招
待

日
時
＝
11
月
12
日
貉
・
13
日
貅

①
午
前
の
部
…
午
前
10
時
15
分

〜
11
時
30
分
②
午
後
の
部
…
午

後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分
　
会

場
＝
市
立
劇
場
　
定
員
＝
各
30

人
　
申
し
込
み
＝
10
月
30
日
貅

必
着
で
、
往
復
は
が
き
の
往
信

の
裏
に
、「
み
る
な
の
座
敷
希

望
」、希
望
日
、午
前
・
午
後
の
別
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、

返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―

８
５
０
１
幸
町
２
の
１
の
１
長

岡
市
国
際
文
化
課
蕁
39
・
２
２

５
１
へ
（
は
が
き
１
枚
に
つ
き

１
人
。
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

期
日�

内
　
容�

講  

師�

27e 20e 13e 11/6e
保
育
ヘ
ル
パ
ー
と

は
？�

 

〜
役
割
と
意
義
〜�

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
と�

か
ら
だ
の
発
達�

集
団
保
育
で
の
子
ど
も

と
の
関
わ
り
方�

子
ど
も
に
多
い
け

が
の
応
急
手
当
て�

保
育
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

活
動
し
て
み
て�

新
潟
市
坂
井
輪

公
民
館
・
高
橋

文
子
さ
ん�

保
健
師�

�

保
育
士�

日
本
赤
十
字

社
新
潟
県
支

部
職
員�

保
育
グ
ル
ー
プ

Ａ
Ｃ
Ｂ
代
表�

●
ち
ょ
っ
と
し
た
写
真
展

●
写
真
展
「
生
活
」

●
阪
之
上
公
民
館
絵
手
紙
展

●
市
民
企
画
講
座
@
（
無
料
）

「
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
〜
親
子
の
健
や
か
な
育
ち

を
支
援
す
る
た
め
に
〜
」

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）

1
３２
・
０
０
２
２

■
新
潟
県
農
業
総
合
研
究
所

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー

〜
知
っ
て
ま
す
か
？
食
と
農
業
の

知
恵
〜

１２３４５１

１ ２

２
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週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
（
計
４
回
）

会
場
＝
長
岡

大
学
講
義
室
　
講
師
＝
長
岡
大

学
専
任
講
師
・
松
本
和
明
さ
ん

定
員
＝
40
人
（
先
着
）

参
加

料
＝
２
、０
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
受
付
中

ク
リ
ス
マ
ス
の
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
を
中
心
に
季
節
の
花
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
夜
間
コ
ー
ス
…
11
月
17

日
豺
、
12
月
１
日
豺
・
15
日
豺

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
（
計
３

回
）、
昼
間
コ
ー
ス
…
11
月
19
日

貉
、
12
月
３
日
貉
・
17
日
貉
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
（
計
３
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
内
容
＝

晩
秋
の
か
ご
ア
レ
ン
ジ
、
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
（
フ
ェ
ー
ク
フ

ラ
ワ
ー
使
用
）、
キ
ャ
ン
ド
ル
ア

レ
ン
ジ
　
講
師
＝
遠
藤
真
美
子

さ
ん
　
対
象
＝
初
心
者
　
定
員

＝
各
コ
ー
ス
24
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
材
料
費
６
、０
０
０
円

（
初
回
に
）

持
ち
物
＝
花
ば

さ
み
　
申
し
込
み
＝
10
月
10
日

貊
か
ら

ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
は
、
市

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お

お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
で
す
。

英
語
圏
の
国
々
で
通
用
す
る

高
度
な
英
語
力
を
習
得
し
た
い

若
者
の
た
め
の
教
室
で
す
。

日
時
＝
10
月
23
日
〜
12
月
26
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
（
12
月
26
日
の
み
金
曜

日
、
計
10
回
）

会
場
＝
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
講
習
室
　
講
師

＝
ラ
イ
ア
ン
・
ラ
ン
ク
フ
ォ
ー

ド
さ
ん
（
カ
ナ
ダ
）

定
員
＝

30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
７

０
０
円
　
申
し
込
み
＝
10
月
10

日
貊
〜
21
日
貂

日
時
＝
10
月
24
日
〜
12
月
26
日

の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
（
計
10
回
）

会
場
＝

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加

料
＝
７
０
０
円
　
持
ち
物
＝
内

履
き
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
　
申
し
込
み
＝
10
月
10

日
貊
〜
22
日
貉

パ
レ
ッ
ト
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
　
申

し
込
み
＝
10
月
14
日
貂
か
ら

長
岡
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

振
興
に
も
積
極
的
に
活
動
し
た

ユ
ニ
ー
ク
で
パ
ワ
フ
ル
な
企
業

家
を
取
り
上
げ
、
経
営
理
念
や

哲
学
を
紹
介
し
、
現
代
へ
の
教

訓
を
見
出
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
５
日
〜
26
日
の
毎

日
時
＝
11
月
３
日
豢
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
　
内
容
＝
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、

ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
バ
ザ
ー
な
ど
　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
新
潟
15
団
・
井
上
さ
ん
蕁
33
・
１

５
３
３

日
時
＝
11
月
５
日
貉
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
　
対

象
＝
来
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定

者
と
一
般
求
職
者
　
内
容
＝
参
加
企

業
と
の
個
別
面
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
長
岡
蕁
32
・
１
１
８
１

日
時
＝
11
月
７
日
貊
・
８
日
貍
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

会
場
＝
厚
生
会
館

水
墨
画
同
好
会
水
月
会
・
野
上
さ

ん
蕁
34
・
７
８
６
７

日
時
＝
11
月
８
日
貍
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
30
分
　
会
場
＝
あ
け
ぼ
の
園
、

か
き
の
み
園
（
柿
町
）

内
容
＝
作

品
展
示
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
即
売

ほ
か
　

あ
け
ぼ
の
園
蕁
34
・
３
２

１
６

日
時
＝
11
月
８
日
貍
午
後
６
時
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場
　
入
場
料
＝
一
般

券
５
０
０
円
、
小
学
生
券
３
０
０
円

（
当
日
１
０
０
円
増
）

プ
レ
イ
ガ

イ
ド
＝
北
越
楽
器
、
タ
ナ
カ
楽
器
、

ツ
モ
リ
レ
コ
ー
ド
、
島
津
レ
コ
ー
ド

長
岡
商
業
高
校
・
岡
崎
さ
ん
蕁
０

９
０
・
２
７
５
１
・
５
５
３
３

長岡市民踊発表交歓会（無料）
各地区公民館、コミュニティセンタ―で活

動する民踊団体の発表会です。さまざまな地
方の民踊を踊ります。日ごろの練習の成果を
どうぞご覧ください。直接会場へどうぞ。
日時＝11月９日豸正午から　会場＝市立劇場
大ホール
問い合わせ＝中央公民館蕁３２・０４３７

あったてんがの　昔ばなしの魅力（無料）
昔話の温かさに触れ、昔話の良さを見直してみませんか。

日時＝10月28日～11月25日の毎週火曜日午後７時～８時30分（計
５回） 会場＝中央公民館和室　内容＝講演、昔話と解説　講師
＝新潟県民俗学会常任理事・高橋実さん
語り手＝高橋ハナさん、八木イキさん、
鈴木百合子さん　定員＝30人程度（先着）
申し込み＝10月10日貊から中央公民館蕁
３２・０４３７へ

初心者パソコン講習11月受講生募集

①パソコン入門講座～スイッチから（4回コース）
初心者を対象としたパソコンの基本操作（インタ

ーネット操作、メールの送受信を含む）の講座です。

②ワープロはじめて講座（4回コース）
初心者を対象としたワープロソフト（ワード）で

文書を作成する講座です。

③ワープロちょっと上講座（4回コース）
「ワープロはじめて講座」を終了した人が対象で

す。ワープロソフト（ワード）の基礎の復習と実用
的な操作を学びます。

④はがき作成講座（2回コース）
ワープロソフト（ワード）を使って簡単な年賀状

印刷の基礎を学ぶ講座です。

⑤ワープロ実践講座（8回コース）
「ワープロはじめて講座」を終了した程度の人を

対象にしたワープロソフト（ワード）を使った文書
作成の基礎確認と応用を学ぶ講座です。

受講料＝①②③2,000円④1,000円⑤4,000円
（テキスト代別）

申し込み＝10月20日豺（消印有効）までに、往復は
がきの往信の裏に希望のコース№、住所、氏名、年
齢、電話番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名
を記入し、〒940―0072柳原町２の１長岡市中央公民
館へ（申し込み多数の場合は抽選）

申し込み＝中央公民館1３２・０４３７

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

†
32
・
4
4
2
9

FAX
37
・
5
6
6
1

●
な
が
お
か
市
民
大
学

歴
史
に
見
る
長
岡
の
企
業
家

群
像
―
現
代
へ
の
教
訓
―

▲こんなすてきな年賀状を
描いてみませんか。

●
う
る
お
い
ラ
イ
フ

「
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ス
」

●
中
級
英
会
話
教
室

●
第
２
期
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

■
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
み
ん
な
集
ま
れ
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」

■
水
月
会
　
水
墨
画
展
（
無
料
）

■
あ
け
ぼ
の
園
・
か
き
の
み
園

合
同
収
穫
祭

■
長
商
の
夕

コース№�
B28

期　　　日�
11／10b､11c､12d､13e

時　間�
9:30～12:00

定員�
20人�

会　　場�
中央公民館�

コース№�
X29

期　　　日�
11／25c､26d､27e､28f

時　間�
13:30～16:00

定員�
20人�

会　　場�
中央公民館�

コース№�
S47

期　　　日�
10／31～12／19の毎週金曜日�

時　間�
18:30～21:00

定員�
20人�

会　　場�
中央公民館�

コース№�
W30�
W104

期　　　日�
11／17b､18c､19d､20e
11／17b､18c､19d､20e

時　間�
9:30～12:00�
9:30～12:00

定員�
20人�
10人�

会　　場�
中央公民館�

青葉台コミュニティセンター�

コース№�
H20�
H22

期　　　日�
11／５d､６e

11／５d､６e

時　間�
9:30～12:00�
13:30～16:00

定員�
20人�
20人�

会　　場�
中央公民館�
中央公民館�

■
長
岡
・
小
千
谷
地
区

合
同
就
職
面
接
会

４

３

１

２

12

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

西
詰
下
流
側
）

対
象
＝
小
学

生
〜
一
般
　
参
加
料
＝
50
円

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
雨
具
、

双
眼
鏡
な
ど
　
申
し
込
み
＝
10

月
23
日
貅
ま
で

日
時
＝
11
月
９
日
豸
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝
信
濃
川
河
川
敷
　
集

合
＝
科
学
博
物
館
　
対
象
＝
小

学
生
〜
一
般
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
で
）

参
加
料
＝
50
円

持
ち
物
＝
移
植
ご
て
な
ど
の
採

集
用
具
、
筆
記
用
具
、
昼
食

申
し
込
み
＝
11
月
６
日
貅
ま
で

日
時
＝
11
月
９
日
豸
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ

ン
ド
自
然
観
察
林
　
集
合
＝
フ

ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
Ａ
駐
車
場

対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
　
参
加

料
＝
50
円
　
持
ち
物
＝
筆
記
用

具
、
昼
食
、
雨
具
　
申
し
込
み

＝
11
月
６
日
貅
ま
で

紙
芝
居
を
や
っ
て
み
た
い
人
、

楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
が
対
象
で
す
。

日
時
＝
10
月
30
日
〜
11
月
27
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
（
最
終
日
は
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
、
計
５
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
内
容
＝

紙
芝
居
の
魅
力
、
演
じ
方
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
ほ

か
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
10
月
10
日
貊
か
ら

日
時
＝
11
月
５
日
〜
26
日
の
毎

週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
（
計
４
回
）

会
場
＝
中
央

公
民
館
　
内
容
＝
絵
手
紙
の
基

本
、
年
賀
状
を
描
く
、
落
款
作

り
な
ど
　
講
師
＝
日
本
絵
手
紙

協
会
公
認
講
師
・
谷
雅
子
さ
ん

対
象
＝
初
心
者
　
定
員
＝
30
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
材
料
費

２
、０
０
０
円
（
初
回
に
。
線
引

き
用
筆
１
本
の
代
金
を
含
む
）

持
ち
物
＝
顔
彩
（
水
彩
絵
具
で

も
可
）、
彩
色
用
筆
、
筆
洗
い
、

県
内
の
小
・
中
・
高
校
生
が

採
集
し
た
植
物
や
昆
虫
、
貝
類

な
ど
の
標
本
と
自
然
科
学
分
野

の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。
直
接

会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
13
日
豢
〜
19
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
19
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場
＝

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

長
岡
東
山
南
部
に
分
布
す
る

地
層
を
観
察
し
、
オ
ジ
ヤ
ト
ド

化
石
の
産
地
を
見
学
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
25
日
貍
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝
小
千
谷
市
　
生
の
野

辺
川
ル
ー
ト
　
集
合
＝
「

生

下
口
」
バ
ス
停
前
　
対
象
＝
小

学
生
〜
一
般
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
で
）

参
加
料
＝
50
円

持
ち
物
＝
観
察
用
具
、
筆
記
用

具
、
雨
具
　
申
し
込
み
＝
10
月

23
日
貅
ま
で

信
濃
川
の
河
川
敷
を
歩
き
な

が
ら
、
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
26
日
豸
午
前
８
時

〜
11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
信
濃
川
左
岸
　
集
合
＝
信

濃
川
河
川
公
園
入
口
（
長
生
橋

日
時
＝
10
月
24
日
〜
来
年
２
月
20
日

の
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
　
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

受
講

料
＝
５
、０
０
０
円

10
月
10
日
貊

〜
17
日
貊
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時
に
所
定
の
用
紙
に
受
講

料
を
添
え
て
長
岡
明
徳
高
校
事
務
室

蕁
33
・
５
８
２
１
へ
（
受
講
者
は
健

康
診
断
を
受
診
。
費
用
本
人
負
担
）

県
内
初
の
声
楽
と
舞
台
ダ
ン
ス
の

共
演
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
10
月
25
日
貍
午
後
２
時
〜
４

時
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
　
定

員
＝
４
５
０
人
（
先
着
）

入
場
料

＝
３
、０
０
０
円
　

ダ
ン
ス
ア
ー
ト

友
の
会
蕁
33
・
５
０
１
３

協
会
員
の
作
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

販
売
が
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
10
月
26
日
豸
〜
11
月
６
日
貅

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
　
会
場
＝
美

術
セ
ン
タ
ー
（
中
央
図
書
館
２
階
）

出
品
部
門
＝
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
道
、
写
真
　

国
際
文
化

課
内
長
岡
市
美
術
協
会
事
務
局
蕁
39

・
２
２
５
１

日
時
＝
11
月
２
日
豸
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分
　
内
容
＝
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
記
念
講
演
、
ふ
れ
あ
い
広
場
、

子
ど
も
広
場
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、

植
木
・
野
菜
市
な
ど
　
会
場
・

長

岡
中
央
綜
合
病
院
総
務
課
蕁
35
・
３

７
０
０

科学博物館講演会（無料）
～渚から見る漁民の活動～

日時＝10月26日豸午後２時～４時　会場＝
中央公民館大ホール　講師＝新潟大学助教
授・池田哲夫さん　定員＝１２０人（先着）
科学博物館学芸員が日ごろの研究成果を

報告します。直接会場へどうぞ。
問い合わせ＝科学博物館蕁３２・０５４６

すこやか・ともしびまつり2003開催！！
福祉、健康に関係する

団体の作品展示・活動紹
介や来場者のみなさんと
一緒に楽しめる参加体験
コーナーなど、盛りだく
さんのお祭りです。
日時＝10月11日貍正午～
午後５時・12日豸午前10
時～午後４時　会場＝ハイブ長岡、千秋が原ふる
さとの森　問い合わせ＝福祉総務課蕁３９・２２１７

同時開催～ふれ愛コンサートinながおか（無料）

ハンディのある人もない人も、みんなが楽しめ
る手づくりコンサートです。
日時＝10月12日豸午後２時～４時　会場＝ハイブ
長岡２階特別会議室けやき　問い合わせ＝福祉相
談課蕁３９・２２１８、FAX３２・０１６０

詳しくは10月9日Eの新聞折り込みチラシ
をご覧ください。

すこやか・ともしびまつりウォーキング講習会

日時＝10月12日豸午前10時30分～正午　会場＝千
秋が原ふるさとの森・リリックホール前芝生（雨
天時、寺島町の長岡医師会館講堂） 定員＝50人
（先着） 参加料＝無料

申し込み＝健康課蕁３２・５０００

科
学
博
物
館
†
32
・
0
5
4
6

FAX
36
・
7
6
9
1

kahaku@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●
県
下
生
物
標
本
・
自
然
科
学

写
真
展
示
会
（
無
料
）

●
野
外
博
物
館
地
質
コ
ー
ス

●
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

●
越
冬
昆
虫
を
調
べ
る
会

●
ド
ン
グ
リ
の
観
察
会

中
央
公
民
館
†
32
・
0
4
3
7

FAX
32
・
0
5
6
1

chu-kou@
city.nagaoka.nii

gata.jp
●
紙
芝
居

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
（
無
料
）

●
絵
手
紙
で
年
賀
状
を
描
い
て

み
ま
せ
ん
か

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
長
岡
明
徳
高
校
社
会
人
向
け
講
座

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
漢
文
作
成
」

■
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
＆
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

■
長
岡
中
央
綜
合
病
院
　
病
院
祭

「
新
病
院
は
こ
う
変
わ
る
」

▲昨年のすこやか・ともしび
まつり

■
長
岡
市
美
術
協
会
展
（
無
料
）

１２３

４５

１

２
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に
自
信
が
あ
る
人
　
参
加
料
＝
５
０

０
円
（
豚
汁
付
。
当
日
に
）

持
ち

物
＝
昼
食
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
雨
具
、

手
袋
な
ど
　

10
月
10
日
f
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
1
32
・
６
１
１
７

へ

長
岡
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・

室
賀
さ
ん
1
32
・
０
４
２
８

日
時
＝
10
月
28
日
c
午
後
２
時
〜
３

時
40
分
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
　
講

師
＝
楊
名
時
気
功
太
極
拳
師
範
・
円

秀
敏
さ
ん
　
参
加
料
＝
５
０
０
円
　

さ
わ
や
か
気
功
太
極
拳
の
会
・
庭

野
さ
ん
1
34
・
３
６
７
７

視
覚
障
害
の
有
無
を
問
わ
ず
、
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
の
あ
る
人
な

ら
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
３
日
-
午
後
１
時
30
分

〜
５
時
　
会
場
＝
新
産
体
育
館
　
参

加
料
＝
無
料

10
月
20
日
b
ま
で

に
新
潟
県
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
協

会
・
藤
崎
さ
ん
1
０
９
０
・
７
２
０

５
・
４
４
８
８
へ

練
習
日
時
＝
毎
週
月
・
金
曜
日
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
富

曽
亀
小
学
校
体
育
館
　
指
導
者
＝
県

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
理
事
・
吉
沼
武

久
さ
ん

参
加
料
＝
月
１
、０
０
０
円

事
務
局
・
渡
辺
さ
ん
1
21
・
２
８

８
４直

接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

練
習
日
時
＝
毎
週
第
１
・
２
・
４
土

曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム

参
加
料
＝
１
回

２
０
０
円

サ
ル
サ
メ
レ
ン
ゲ
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ
・
ヘ
イ
デ
ィ
さ
ん
1
０

９
０
・
２
０
２
６
・
７
２
１
８

■
中
南
米
の
サ
ル
サ
メ
レ
ン
ゲ

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

今
年
度
は
市
民
体
育
祭
50
回

記
念
大
会
と
な
り
ま
す
。
優
勝

者
・
優
勝
チ
ー
ム
に
は
記
念
ワ

ッ
ペ
ン
を
贈
り
ま
す
。

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
投

げ
の
形
演
武
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
16
日
a
午
前
９
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育

館
　
種
目
と
対
象
＝
個
人
戦
…

小
学
１
・
２
年
生
の
部
、
３
年

生
の
部
、
４
年
生
の
部
、
５
年

生
の
部
、
６
年
生
の
部
、
中
学

生
以
上
は
階
級
別
、
団
体
戦
…

中
学
生
以
上
　
参
加
料
＝
無
料

申
し
込
み
＝
10
月
20
日
b
ま
で

に
所
定
の
用
紙
で
〒
９
４
０
―

０
０
９
２
昭
和
１
の
５
の
12
柔

道
協
会
・
丸
山
貴
裕
さ
ん
へ
郵

送
で
（
所
定
の
用
紙
は
市
民
体

育
館
に
あ
り
ま
す
）

沿
道
で
ラ
ン
ナ
ー
の
み
な
さ

ん
に
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
は
コ
ー
ス
区
間
で
交
通
規

制
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
26
日
a
正
午
か
ら

コ
ー
ス
＝
市
営
陸
上
競
技
場
前

〜
大
手
大
橋
〜
大
手
通
り
〜
中

央
図
書
館
前
〜
栖
吉
町
（
折
り

返
し
）
〜
市
営
陸
上
競
技
場

問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
女
子
駅

伝
競
走
大
会
事
務
局
・
広
井
さ

ん
1
32
・
５
６
２
３

期
日
＝
11
月
３
日
-

会
場
＝

市
民
体
育
館
　
種
目
と
対
象
＝

男
子
の
部
…
一
般
、
高
校
生
、

中
学
２
年
生
、
中
学
１
年
生
、

女
子
の
部
…
一
般
・
高
校
生
、

中
学
２
年
生
、
中
学
１
年
生
、

混
合
の
部
…
小
学
５
年
生
以
上
、

小
学
４
年
生
以
下
　
参
加
料
＝

一
般
７
０
０
円
、
高
校
生
５
０

０
円
、
小
中
学
生
３
５
０
円

（
当
日
に
）

申
し
込
み
＝
10

月
17
日
f
ま
で
に
所
定
の
用
紙

で
、
中
学
生
の
部
は
東
北
中
学

校
1
35
・
２
７
１
５
、
FAX
35
・

１
７
２
７
、
そ
の
他
は
市
民
体

育
館
1
34
・
２
７
０
０
、
FAX
34

・
２
８
０
８
へ
（
所
定
の
用
紙

は
市
民
体
育
館
に
あ
り
ま
す
）

日
時
＝
11
月
21
日
f
午
後
６
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育

館
　
種
目
と
対
象
＝
ペ
ア
…
45

歳
以
上
の
男
女
混
合
で
合
計
年

齢
95
歳
以
上
の
ペ
ア
、
個
人
…

男
性
50
歳
以
上
、
女
性
45
歳
以

上
の
人
　
参
加
料
＝
ペ
ア
１
チ

ー
ム
４
、０
０
０
円
、
個
人
２
、

０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
10
月

18
日
g
ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
、
四
郎
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
1
38
・
０
１
３
２
へ

問
い
合
わ
せ
＝
盛
年
事
務
局
・

笠
原
さ
ん
1
33
・
６
２
９
７

期
日
＝
11
月
22
日
g

会
場
＝

市
民
体
育
館
　
対
象
＝
小
中
学

生
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
　
参

加
料
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
10

月
24
日
f
〜
11
月
８
日
g
に
サ

ン
ラ
イ
フ
長
岡
内
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
事
務
局
1
36
・
７
２
２
３

へ日
時
＝
11
月
４
日
〜
25
日
の
毎

週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
30
分
　
会
場
＝
南
部
体
育
館

グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア
　
参
加
料
＝

２
、５
０
０
円
（
初
回
に
）

申

し
込
み
＝
10
月
14
日
c
か
ら
南

部
体
育
館
1
39
・
３
６
０
０
へ

①
ち
び
っ
子
テ
ニ
ス
教
室

（
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
使
用
）

日
時
＝
11
月
７
日
〜
来
年
３
月

12
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
４
時

50
分
〜
６
時
10
分
　
会
場
＝
南

部
体
育
館
グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア

対
象
＝
年
長
〜
小
学
３
年
生
、

初
心
者
　
持
ち
物
＝
外
履
き
運

動
靴
、
硬
式
ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
し

出
し
ラ
ケ
ッ
ト
あ
り
）

②
ち
び
っ
子
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

日
時
＝
11
月
７
日
〜
来
年
３
月

12
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
５
時

〜
６
時
30
分
　
会
場
＝
南
部
体

育
館
ア
リ
ー
ナ
　
対
象
＝
小
学

生
の
経
験
者
　
持
ち
物
＝
内
履

き
運
動
靴
、
硬
式
ラ
ケ
ッ
ト

◇
　
　
　
◇

定
員
＝
各
25
人
（
先
着
、
継
続

者
含
め
）

参
加
料
＝
各
８
、０

０
０
円
（
初
回
に
）

申
し
込

み
＝
10
月
10
日
f
午
前
９
時
〜

24
日
f
に
南
部
体
育
館
1
39
・

３
６
０
０
へ
電
話
で
の
み

■
気
功
太
極
拳
を
体
験
す
る
会

■
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
講
習
会

■
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

†
34
・
2
7
0
0

と
加
盟
団
体
の
催
し

屋外スポーツ施設の利用時間等が変わります

10/1～11/30

10/1～31�

11/１～10�

10/1～11/16�

10/1～11/16

12/1～20�
平成16年3/1～31

12/1～平成16年３/31

希望が丘テニス場�
129・1082

施  設  名� 期　　　間� 利 用 時 間 等 の 変 更 内 容 �

東 山 テ ニ ス 場 �
136・3620

陸 上 競 技 場 �
127・6300

乙吉運動広場�
136・3414

テニス�
コート�

多目的�
球 場 �

土・日・祝日　6:00～21:00�
平日　　　　　9:00～21:00

土・日・祝日　6:00～21:00�
平日　　　　　9:00～21:00

9:00～16:00��
全天候型テニスコートのみの使用となります。
積雪により使用不能の場合は閉場します。�

土・日・祝日　6:00～19:00�
平日　　　　　9:00～19:00

土・日・祝日　6:00～21:00�
平日　　　　　9:00～21:00

土・日・祝日　6:00～19:00�
平日　　　　　8:30～19:00

全天候型トラックのみの使用となります。
積雪により使用不能の場合は閉場します。�

※下線が変更部分です。

t熱戦が繰り広
げられます。

●
市
民
体
育
祭
柔
道
大
会

１

●
新
潟
県
女
子
駅
伝
競
走
大
会

の
応
援
を
し
ま
し
ょ
う

２●
秋
季
市
民
卓
球
大
会

３

●
盛
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

親
善
大
会

４●
長
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ

長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
交
流
大
会

５

●
初
心
者

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

６●
ち
び
っ
子
テ
ニ
ス

参
加
者
募
集

７

14

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

日
時
＝
11
月
８
日
g
午
前
11
時
15
分

〜
午
後
５
時
　
会
場
＝
附
属
長
岡
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
、
中
央
図
書

館
　
内
容
＝
公
開
授
業
、
講
演
、
分

散
会

10
月
31
日
f
ま
で
に
附
属

長
岡
中
学
校
1
32
・
４
１
９
０
へ

今
年
の
春
か
ら
油
田
（
刈
羽
村
）

の
古
民
家
の
再
生
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
来
年
の
作
業
に
向
け
た
カ
ヤ

刈
り
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
①
11
月
９
日
a
②
16
日
a
③

23
日
-
④
24
日
0

会
場
＝
①
③
④

油
田
地
区
②
馬
高
地
区

子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
古
民
家
再
生
委
員
会

代
表
・
佐
藤
さ
ん
1
32
・
１
５
４
７

日
時
＝
11
月
15
日
g
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
長
岡
造
形
大
学

対
象

＝
小
学
３
年
生
以
上
　
定
員
＝
60
人

（
先
着
）

10
月
15
日
d
〜
11
月

８
日
g
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
〒
９
４
０
―
０

０
８
４
幸
町
３
の
６
の
29
建
築
士
会

長
岡
支
部
「
親
と
子
の
建
築
講
座
」

係
1
32
・
８
９
９
２
、
FAX
37
・
４
６

１
１
へ
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

期
日
＝
10
月
13
日
-
（
雨
天
決
行
）

コ
ー
ス
＝
栖
吉
〜
地
蔵
岩
〜
コ
ワ
清

水
〜
萱
峠
〜
花
立
峠
〜
鋸
山
〜
花
立

峠
〜
栖
吉
（
解
散
）

集
合
＝
午
前

８
時
に
栖
吉
町
バ
ス
停
（
終
点
）

対
象
＝
中
学
生
以
上
で
健
康
と
脚
力

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
親
と
子
の
建
築
講
座
（
無
料
）

「
あ
っ
た
か
い
住
ま
い
の
秘
密
」

7
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド
　
1
２９
・
7
7
1
5

チ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
整
理
券
は
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
お
よ
び
市
内
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

①
中
澤
桂
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

第
３
回
響
き
合
う
歌
声

日
時
＝
10
月
11
日
貍
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
入

場
料
＝
無
料
（
要
整
理
券
）

②
三
善
晃
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

第
６
回
響
き
合
う
ピ
ア
ノ

日
時
＝
10
月
12
日
豸
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

入

場
料
＝
無
料
（
要
整
理
券
）

作
曲
家
・
三
善
晃
さ
ん
を
迎

え
、
ホ
ー
ル
運
営
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
す
。

日
時
＝
10
月
25
日
貍
午
後
３
時

か
ら
　
会
場
＝
市
立
劇
場
大
会

議
室
　
定
員
＝
50
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
10
月
10
日
貊
〜
23

日
貅
に
電
話
ま
た
は
FAX
29
・
７

７
２
２
で

日
時
＝
11
月
８
日
貍
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
第
１
ス
タ
ジ
オ
　
入
場
料

＝
無
料
（
要
整
理
券
、
10
月
８

日
貉
配
布
開
始
）

第
４
回
大
阪
国
際
室
内
楽
コ

ン
ク
ー
ル
＆
フ
ェ
ス
タ
の
第
１

部
門
（
弦
楽
四
重
奏
）
で
優
勝

し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
第
一
級

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
す
。

日
時
＝
11
月
８
日
貍
午
後
７
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
全

席
自
由
＝
一
般
３
、０
０
０
円
、

学
生
１
、５
０
０
円
（
当
日
５
０

０
円
増
）

期
日
＝
11
月
22
日
貍
〜
24
日
0

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ

ア
タ
ー
、
第
１
ス
タ
ジ
オ
　
全

席
自
由
＝
通
し
券
２
、５
０
０
円
、

１
公
演
券
１
、０
０
０
円
（
ほ
か

に
も
チ
ケ
ッ
ト
割
引
あ
り
）

青
少
年
招
待
＝
20
人
（
通
し
券

の
み
）

日
時
＝
12
月
７
日
豸
午
後
１
時

30
分
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

対
象
＝
小
学
生
以
上
で
３
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
　
参
加
料
＝
１

人
２
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無

料
）

申
し
込
み
＝
10
月
20
日
豺

ま
で
に
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、

〒
９
４
０
―
２
１
０
１
寺
島
町

３
１
５
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

ま
た
は
〒
９
４
０
―
８
５
０
１

長
岡
市
国
際

文
化
課
内
長

岡
市
音
楽
文

化
協
会
事
務

局
1
39
・
２

２
５
１
へ

日
時
＝
12
月
21
日
豸
午
後
１
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

入
場
料
＝
無
料
（
要
整
理
券
、

10
月
21
日
貂
配
布
開
始
）

日
時
＝
12
月
23
日
豢
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
対

象
＝
小
学
生
〜
高
校
生
と
そ
の

保
護
者
　
入
場
料
＝
無
料
（
全

席
指
定
）

申
し
込
み
＝
11
月

28
貊
必
着
で
往
復
は
が
き
の
往

信
の
裏
に
「
仲
道
郁
代
＆
仲
道

祐
子
デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル
希

望
」
、
住
所
、
希
望
者
全
員
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
保
護
者
氏
名
を
記

入
し
、
〒
９
４
０
―
２
１
０
１

寺
島
町
３
１
５
長
岡
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
へ
（
は
が
き
１
枚
に
つ

き
５
人
ま
で
、
う
ち
保
護
者
２

人
ま
で
。
多
数
の
場
合
抽
選
）

日
時
＝
12
月
７
日
豸
①
午
後
１

時
か
ら
②
４
時
30
分
か
ら

会

場
＝
市
立
劇
場

出
演
＝
西
川

き
よ
し
、
大
平
サ
ブ
ロ
ー
ほ
か

全
席
指
定
＝
Ａ
席
４
、５
０
０
円
、

Ｂ
席
３
、５
０
０
円

青
少
年
招

待
＝
50
人
（
①
の
み
）

青
少
年
を
招
待
し
ま
す

青
少
年
招
待
の
表
記
が
あ
る

催
し
が
対
象
で
す
。

対
象
＝
小
学
４
年
生
〜
高
校
生

申
し
込
み
＝
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

〜
公
演
の
１
カ
月
前
必
着
（
抽

選
）

■
科
学
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
無
料
）

■
カ
ヤ
刈
り
の
集
い
（
無
料
）

■
東
山
連
峰
縦
走
大
会

■
リ
リ
ッ
ク
響
き
シ
リ
ー
ズ

■
三
善
晃
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ド

ヴ
ァ
イ
ザ
ー
と
の
懇
談
会
参

加
者
募
集

■
昔
話
語
り
べ
養
成
講
座

語
り
の
発
表
会

〜
市
民
企
画
公
募
型
事
業
〜

■
グ
ラ
ン
プ
リ
・
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
０
３
〜
タ
ン
ク
・
ス
ト

リ
ー
ム
・
ク
ァ
ル
テ
ッ
ト
〜

■
リ
リ
ッ
ク
演
劇
祭
〜
シ
ア
タ
ー

ゴ
ー
イ
ン
グ
２
０
０
３

■
第
２
回
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
者
募
集

■
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
リ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
３

■
ク
リ
ス
マ
ス

親
子
招
待
コ
ン
サ
ー
ト

仲
道
郁
代
＆
仲
道
祐
子
デ
ュ

オ
・
リ
サ
イ
タ
ル
〜
ユ
ニ
オ

ン
ツ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
プ
ロ

グ
ラ
ム
〜

■
市
立
劇
場

開
館
30
周
年
記
念
事
業

爆
笑
！
吉
本
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

16㎜映写機操作講習会（無料）
日時＝10月23日貅午後２時～４時30分　会
場＝教育センター　定員＝20人（先着）
申し込み＝10月14日貂～22日貉に教育セン
ター内長岡地域視聴覚ライブラリー協議会
蕁３２・３７１６へ

あ
ぶ
ら
で
ん
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午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
10
月
13
日
豢
は
休
み
）

②
運
動
指
導

運
動
指
導
員
に
よ
る
簡
単
な

体
力
チ
ェ
ッ
ク
や
運
動
指
導
を

行
い
ま
す
（
予
約
制
）。

日
時
＝
11
月
６
日
貅
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
定
員
＝
７

人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
健

康
課
へ
電
話
で

③
足
腰
健
康
相
談
室

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

運
動
や
、
寝
た
き
り
、
痴
呆
の

予
防
な
ど
に
つ
い
て
理
学
療
法

士
・
保
健
師
が
個
別
に
相
談
に

応
じ
ま
す
（
予
約
制
）。

日
時
＝
10
月
23
日
貅
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
定
員
＝
３

人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
健

康
課
へ
電
話
で

平
成
16
年
度
学
校
給
食
調
理

業
務
の
委
託
業
者
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
10
月
31
日
貊
ま
で

に
学
校
教
育
課
蕁
39
・
２
２
３

９
へ長

岡
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン

ク
に
登
録
し
、
地
域
や
学
校
な

ど
で
自
分
の
経
験
や
特
技
を
提

供
す
る
「
ま
ち
の
先
生
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

登
録
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。
特
に

お
手
玉
、
お
は
じ
き
な
ど
の
昔

の
遊
び
や
紙
芝
居
の
人
材
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の

登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

（
団
体
で
の
登
録
も
可
）。

相
談
時
間
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝

日
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
　
問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習

相
談
室
蕁
・
FAX
38
・
６
５
５
２

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム

蕁
29
・
２
３
５
０
で
は
、
毎
日

献
血
が
で
き
ま
す
（
受
付
は
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
）。

①
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人

な
ど
に
機
能
訓
練
室
を
開
放
し

て
い
ま
す
。
器
具
の
利
用
や
軽

体
操
で
自
主
的
に
訓
練
が
で
き

ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

蕁
23
・
１
９
０
５
へ

①
幼
児
の
お
や
つ
づ
く
り
（
無
料
）

日
時
＝
10
月
25
日
貍
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
　
会
場
＝
福
戸
公
民
館
　
対

象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員
＝
20
組
（
先
着
）

福
戸
公

民
館
蕁
27
・
１
０
０
０

②
子
育
て
交
流
会
（
無
料
）

日
時
＝
10
月
27
日
豺
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
　
会
場
＝
新
町
公
民
館
　
内

容
＝
子
育
て
の
話
と
情
報
交
換
　
対

象
＝
妊
婦
、
乳
幼
児
と
保
護
者

新
町
地
区
班
長
・
新
保
さ
ん
蕁
32
・

４
４
９
４

③
離
乳
食
講
習
会
（
無
料
）

日
時
＝
11
月
７
日
貊
午
前
９
時
45
分

〜
正
午
　
会
場
＝
豊
田
公
民
館
　
内

容
＝
調
理
実
習
と
試
食
　
対
象
＝
１

歳
未
満
児
と
保
護
者
　
定
員
＝
15
組

（
先
着
）

豊
田
公
民
館
蕁
39
・

０
５
３
２

日
時
＝
10
月
31
日
貊
午
後
６
時
〜
８

時
30
分
　
会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
　
定
員
＝

３
６
０
人
（
先
着
）

内
容
＝
講
演

「
補
完
代
替
医
療
に
つ
い
て
」
ほ
か

長
岡
赤
十
字
病
院
血
液
内
科
部
長

・
藤
原
さ
ん
蕁
28
・
３
６
０
０

小
児
科
・
整
形
外
科
の
医
師
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
要
予
約
）。

日
時
＝
11
月
15
日
貍
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分
　
会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー
　
持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳

先
天
性
四
肢
障
害
児
父
母
の
会
・

茨
木
さ
ん
蕁
23
・
２
３
１
３
（
午
後

６
時
30
分
〜
９
時
）

■
母
子
保
健
推
進
員
協
議
会
の
催
し

■
が
ん
セ
ミ
ナ
ー

「
代
替
医
療
」
っ
て
何
？
（
無
料
）

■
先
天
性
四
肢
障
害
児
（
者
）

医
療
相
談
（
無
料
）

●
「
ま
ち
の
先
生
」
募
集

●
学
校
給
食
調
理
業
務
の

委
託
業
者
を
募
集
し
ま
す

●
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

の
機
能
訓
練
室
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
無
料
）

７

▲まちの先生公開講座「あな
たに伝えたい～長岡戦禍」で
（7月29日・中央公民館）

第8回「米百俵賞」候補者募集
譛長岡市米百俵財団では
「米百俵賞」の候補者を募
集します。
「米百俵賞」は郷土の先
覚者・小林虎三郎の遺徳を
しのび、人材育成の大切さ
を表す「米百俵」の精神を
継承、発展させるため、人
材育成に著しい功績をあげ
た個人または団体を表彰す
るものです。

対象は、教育、文化、福祉、スポーツ、産業などの
分野で独創的な活動により人材の育成に大きく貢献し、
「米百俵」の精神を今に体現する個人または団体です。
自薦・他薦を問いません。推薦のあった個人、団体
の中から、財団の設置する選考委員会で受賞者を選考
します。選考結果は来年３月に発表し、６月15日の
「米百俵デー」で表彰します。
推薦は、長岡市のホームページht tp : / /www.c i t y .
nagaoka.ni igata . jpからもできます。
募集期間＝平成16年１月16日貊まで
賞＝表彰楯、副賞100万円

問い合わせ＝庶務課内（財）長岡市米百俵財団事務局　
†３９・２２０３

公共サービスの受託企業を募集します！
市では、中小企業の雇用の安定や雇用機会の創出を

図るため、一部の公共サービスを中小企業に委託する
緊急地域雇用創出事業を実施します。その業務の受託
を希望する企業を募集します（業務の受託に際しては、
事前の登録が必要です）。
委託業務＝企業訪問等によるＰＲ・説明業務、広告代

理業務、ビル外壁清掃業務、植栽業務　
対象企業＝次のすべての要件を満たす企業①新潟県内

に本店または支店がある②常用雇用者が50
人未満③売上高が２年連続して減少④生産
額、販売額等が３年前に比べて３分の１以
上減少

登録申請・問い合わせ＝商業振興課†３９・２２２８

期
日�

会
　
場�

時
　
　
間�

11／８�
g

ジ
ャ
ス
コ�

　長
岡
店�

午
前
10 
時
〜
正
午�

午
後
１
時
〜
４
時�▲第７回米百俵賞受賞者の高橋

一馬さん（左・米百俵デー市民
の集いの表彰式で）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数15.９.１（前月比）

192,097人 94,396人 97,701人 67,086世帯
（－28） （±０）（＋６）（－34）
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
前
日
ま
で

に
電
話
予
約
の
う
え
、
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
　
定

員
＝
各
日
４
人
（
先
着
）

母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

参
照
し
て
市
内
の
小
児
科
医
・

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

10
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
…
平

成
15
年
６
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
14
年
12
月
生
ま
れ

持
ち
物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、

赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月
児
の

み
）今

年
度
の
検
診
は
10
月
で
終

了
し
ま
す
。
未
受
診
の
人
は
、

ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
10
月
８
日
貉
・
20
日
豺

・
24
日
貊
・
31
日
貊

受
付
時

間
＝
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30

分
（
24
日
の
み
午
後
１
時
15
分

〜
３
時
も
）

対
象
＝
19
歳
以

上
で
職
場
等
で
検
診
を
受
け
る

機
会
の
な
い
人
　
会
場
＝
健
康

セ
ン
タ
ー
　
申
し
込
み
＝
当
日

会
場
で

８
日
、
20
日
、
24
日
は
、
基

本
健
康
診
査
を
同
時
実
施
し
て

い
ま
す
。
料
金
等
は
、
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

健
康
課
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

身
体
的
に
も
、
精
神
的
に
も

不
安
定
に
な
り
が
ち
な
中
高
年

期
の
、
か
ら
だ
と
心
の
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
る
コ
ツ
を
講
義
と
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
一
緒
に
考
え

ま
す
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
　
持

ち
物
＝
筆
記
用
具
　
定
員
＝
50

人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
10

月
31
日
貊
ま
で
に
健
康
課
へ
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
（
原
則
２
回

と
も
参
加
）

会
場
・
実
施
時
間
等
が
変
更

妊
婦
と
そ
の
配
偶
者
同
士
の

交
流
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

対
象
＝
初
回
妊
婦
と
配
偶
者

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

30
分
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具
、
１
回
目
は
動
き
や
す

い
服
装
で
　
定
員
＝
35
組
（
先

着
）

申
し
込
み
＝
11
月
４
日

貂
ま
で

期
日
＝
10
月
13
日
豢

会
場
＝
国
営

越
後
丘
陵
公
園
　
内
容
と
時
間
＝
①

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
…
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
②
自
然
探
勝
ウ
ォ
ー

ク
…
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
③
健
康

・
体
力
チ
ェ
ッ
ク
…
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
　
参
加
料
＝

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
骨
密
度
測
定
の
み

２
０
０
円
、
他
は
無
料
（
入
園
料
は

必
要
）

な
が
お
か
医
療
生
協
・

須
藤
さ
ん
蕁
31
・
５
２
１
１

日
時
＝
10
月
20
日
豺
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
　
会
場
＝
長
岡
健
康
福
祉
環

境
事
務
所
　
内
容
＝
精
神
科
医
師
に

よ
る
精
神
一
般
相
談
（
予
約
制
）

長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
地
域
保

健
課
蕁
33
・
４
９
３
１

日
時
＝
10
月
21
日
貂
午
後
１
時
〜
４

時
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂
　
内

容
＝
体
験
発
表
「
依
存
症
か
ら
の
回

復
〜
私
の
物
語
」
、
講
演
「
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
の
理
解
と
援
助
」

参

加
料
＝
５
０
０
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

新
潟
マ
ッ
ク
蕁
32
・
９
２
９
１

日
時
＝
10
月
26
日
豸
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
参
加
料
＝
５

０
０
円
　
定
員
＝
50
人
（
先
着
）

10
月
17
日
貊
ま
で
に
新
潟
喘
息
友

の
会
ゆ
き
つ
ば
き
の
会
・
小
幡
さ
ん

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

■
Ｗ
Ｈ
Ｏ
・
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

２
０
０
３
イ
ン
な
が
お
か

■
市
民
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
の
理
解
と
援
助
」

■
新
潟
喘
息
講
演
会

「
21
世
紀
の
喘
息
治
療
に
つ
い
て
」

●
パ
パ
マ
マ
サ
ー
ク
ル

１

●
市
民
街
頭
献
血
（
全
血
献
血
）

６

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

２●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

３●
結
核
・
肺
が
ん
検
診
（
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）（
無
料
）

４

●
女
性
の
健
康
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

５

▲沐浴実習
（９月12日のパパママサークルで）

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

月曜日・木曜日
火曜日・金曜日
水曜日・土曜日

診療科目
休 日 急 患 診 療 所

135・8255
FAX35・8266

内科（小児科）
外科

受　付　時　間

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
133・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

５日a・19日a
12日a・26日a

13日-

長岡赤十字病院（128・3600）
長岡中央綜合病院（135・3700）
立 川 綜 合 病 院（133・3111）

長岡中央綜合病院（135・3700）
立 川 綜 合 病 院（133・3111）
長岡赤十字病院（128・3600）

10月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用
ください。
盧休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所へ。
盪夜間等の当番病院
①平日

②休日

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

健
康
課

†
32
・
5
0
0
0

FAX
39
・
5
2
2
2

kenkou@
city.nagaoka.niig

ata.jp

10月は食生活改善普及運動月間です
「はじめよう　まずは“食”から健康生活」
市内では、各地区で食生活改善推進委員が食生活改
善普及の運動を進めています。
生活習慣病を予防するために、規則正しい食生活や
バランスのとれた食事、食塩の摂取は１日10ｇ未満に
するなど、あなたの食生活を見直してみませんか。

担当＝健康課蕁３２・５０００

期
日�

内
　
　
容�

担
　
当�

11／７�
f

14�
f

リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
、

講
話
「
夫
婦
で
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
た

め
に
大
切
な
こ
と
」�

助
産
師�

�

心
理
相
談
員�

卒
業
生�

�

助
産
師�

先
輩
パ
パ
マ
マ
か
ら

の
伝
言�

沐
浴
（
も
く
よ
く
）

実
習�

�

期
日�

内
　
容�

担
　
　
当�

10／29�
d

11／５�
d

心
の
健
康�

栄
養
や
健
康
に�

関
す
る
こ
と�

保
健
師
・�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

栄
養
士�

保
健
師�

期
日�

内
容
と
講
師�

①11／４�
c

②10�
 b

「
中
高
年
女
性
の
こ
こ
ろ
の�

　
ケ
ア
」
田
宮
病
院
医
師
・�

　
湯
野
川
淑
子
さ
ん�

「
知
っ
て
お
き
た
い
か
ら
だ�

　
の
仕
組
み
」
小
林
医
院
院�

　
長
・
小
林
眞
紀
子
さ
ん�
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る
職
場
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

入
会
を
希
望
、
検
討
し
た
い

会
社
に
は
、
詳
し
い
内
容
の
説

明
に
伺
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
＝
①
結
婚
、
勤

続
、
還
暦
な
ど
の
祝
い
金
の
支

給
②
健
康
診
断
、
人
間
ド
ッ
ク

の
受
診
補
助
③
全
国
の
宿
泊
施

設
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
の
レ

ジ
ャ
ー
施
設
の
割
引
き
　
対
象

＝
事
業
所
単
位
で
、
市
内
の
中

小
企
業
（
従
業
員
３
０
０
人
以

下
）
の
従
業
員
と
そ
の
事
業
主

会
費
＝
１
人
月
額
８
０
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
譛
長
岡
市
勤
労

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
）
蕁

37
・
５
６
５
６
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.nakky.jp/

心
肺
そ
生
法
を
中
心
と
し
た

３
時
間
の
普
通
救
命
講
習
会
で

す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
大
切
な

人
の
命
を
救
う
た
め
、
心
肺
そ

生
法
を
覚
え
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
10
月
26
日
豸
午
前
９
時

〜
正
午
　
会
場
＝
消
防
本
部
講

堂
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
10
月
10
日
貊
〜
21

日
貂
に
消
防
署
救
急
係
蕁
35
・

２
１
９
３
へ

種
別
と
期
日
＝
①
乙
種
…
11
月

25
日
貂
、
②
甲
種
…
11
月
26
日

貉
・
27
日
貅

会
場
＝
市
立
劇

場
　
定
員
＝
①
90
人
②
１
５
０

人
（
各
先
着
）

テ
キ
ス
ト
代

＝
３
、２
５
０
円
　
申
し
込
み
＝

11
月
４
日
貂
〜
21
日
貊
に
６
カ

月
以
内
に
と
っ
た
顔
写
真
（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
）
１
枚
を
お
持

ち
の
う
え
、
消
防
本
部
、
各
出

張
所
、
分
遣
所
へ
　
問
い
合
わ

せ
＝
消
防
本
部
予
防
課
蕁
35
・

２
１
９
０

水
曜
日
除
く
）

時
間
＝
午
後

６
時
〜
９
時
（
１
人
１
時
間
）

場
所
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
＝
お
お
む
ね
30
歳
以
下
の

人
　
担
当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
＝
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
中
村
容
子

さ
ん
　
申
し
込
み
＝
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
蕁
32
・
４
４
２
９

譛
長
岡
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
会
社
が
単

独
で
は
で
き
な
い
福
利
厚
生
サ

ー
ビ
ス
を
会
社
に
代
わ
っ
て
提

供
し
、
魅
力
あ
る
活
気
あ
ふ
れ

る
人
　
説
明
会
＝
11
月
６
日
貅

出

願
＝
12
月
１
日
豺
〜
５
日
貊
に
所
定

の
申
し
込
み
用
紙
で

附
属
長
岡

中
学
校
蕁
32
・
４
１
９
０

期
日
＝
10
月
７
日
〜
平
成
16
年
３
月

の
月
１
回
火
曜
日
　
会
場
＝
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か
　
対
象
＝
企

業
の
経
営
者
と
管
理
職
　
内
容
＝
講

師
に
よ
る
話
題
の
経
営
書
の
解
説
と

問
題
提
起
、
意
見
交
換
な
ど
　
定
員

＝
30
人
　
参
加
料
＝
１
５
、０
０
０
円

譛
信
濃
川
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
機

構
蕁
46
・
９
７
１
１

■
経
営
革
新
情
報
交
流
会

●
心
肺
そ
生
法
講
習
会
（
無
料
）

●
防
火
管
理
講
習
会

●
会
社
の
福
利
厚
生
を

お
手
伝
い
し
ま
す

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

ペ
ン
タ
ス
は
、
熱
帯
ア
フ
リ

カ
を
原
産
と
す
る
半
耐
寒
性
の

多
年
草
で
す
。
英
名
で
は
「
エ

ジ
プ
ト
の
星
の
花
」
と
呼
ば
れ

る
一
方
、
和
名
は
、
サ
ン
タ
ン

カ
（
山
丹
花
）
の
花
に
似
て
い

る
た
め
、
ク
サ
サ
ン
タ
ン
カ
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

古
く
は
挿
し
木
で
繁
殖
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
品

種
改
良
が
進
み
、
種
子
繁
殖
に

よ
る
大
量
の
増
殖
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

近
年
は
赤
、
白
、
桃
、
紫
の

ほ
か
、
赤
や
桃
に
白
覆
輪

ふ
く
り
ん

の
も

の
な
ど
、
花
色
が
と
て
も
豊
富

に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
タ
ネ
ま
き
）
発
芽
の
適
温
は

摂
氏
20
〜
25
度
と
高
温
を
要
求

す
る
の
で
、
八
重
桜
が
散
っ
て

か
ら
の
播
種
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

発
芽
が
揃
う
ま
で
２
、
３
週
間

か
か
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
高

め
の
温
度
を
維
持
す
る
こ
と
が

発
芽
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

（
場
所
）
高
温
強
光
を
好
む
の

で
、
鉢
植
え
で
も
花
壇
に
定
植

す
る
場
合
で
も
、
八
重
桜
が
散

っ
て
か
ら
で
き
る
だ
け
日
当
た

り
の
よ
い
場
所
で
育
て
ま
す
。

土
は
と
く
に
選
び
ま
せ
ん
が
、

完
熟
し
た
腐
植
質
が
20
％
程
度

混
合
さ
れ
た
、
ふ
か
ふ
か
と
し

た
排
水
性
の
よ
い
土
で
育
て
ま

し
ょ
う
。

冬
は
最
低
で
も
摂
氏
６
〜
７

度
が
保
て
る
室
内
の
窓
際
に
置

き
、
ガ
ラ
ス
越
し
の
日
光
に
十

分
当
て
る
よ
う
に
し
ま
す
。

（
肥
料
）
花
や
葉
の
色
を
よ
く

す
る
た
め
に
、
肥
料
切
れ
は
禁

物
で
す
。
例
え
ば
、
マ
グ
ア
ン

プ
Ｋ
な
ど
の
長
期
持
続
性
の
肥

料
を
元
肥
と
し
て
与
え
ま
す
。

屋
外
で
育
て
て
い
る
期
間
は
２

カ
月
に
１
回
。
鉢
花
用
の
肥
料

な
ら
５
号
鉢
に
３
個
ほ
ど
置
き

肥
と
し
て
与
え
ま
す
。

冬
は
、
一
般
の
家
庭
で
は
生

育
し
な
い
の
で
与
え
ま
せ
ん
。

（
水
や
り
）
鉢
植
え
で
は
、
春

と
秋
は
鉢
土
の
表
面
が
乾
い
た

ら
与
え
、
夏
は
毎
日
、
鉢
の
底

か
ら
流
れ
出
る
ま
で
た
っ
ぷ
り

与
え
ま
す
。
冬
は
鉢
土
の
表
面

が
乾
い
て
１
、
２
日
後
の
、
暖

か
い
日
の
午
前
に
与
え
ま
す
。

（
摘
芯
と
切
り
戻
し
）
新
芽
の

先
に
花
を
つ
け
る
の
で
、
新

芽
が
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
す
る
こ

ろ
に
３
節
よ
り
上
で
摘
芯
を

繰
り
返
す
と
、
草
姿
が
コ
ン

パ
ク
ト
で
枝
数
も
多
い
株
が

で
き
ま
す
。

株
が
高
く
伸
び
て
大
き
く

な
り
す
ぎ
た
ら
、
株
元
か
ら

10
〜
15
㎝
残
し
て
切
り
戻
し

て
や
り
ま
す
。
切
り
取
っ
た

枝
は
挿
し
木
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

（
病
害
虫
）
高
温
乾
燥
期
に

は
、
オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

や
ハ
ダ
ニ
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
オ
ン
シ
ツ
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
に
は
、
例
え
ば
ス
プ
ラ

サ
イ
ド
や
ア
ク
テ
リ
ッ
ク
な
ど

の
殺
虫
剤
を
、
ハ
ダ
ニ
に
は
例

え
ば
ケ
ル
セ
ン
や
オ
サ
ダ
ン
な

ど
の
殺
ダ
ニ
剤
を
散
布
し
ま
す
。

星
形
の
か
わ
い
ら
し
い
小
さ
な
花
を
た
く
さ
ん
つ
け
て
、
初

夏
か
ら
晩
秋
ま
で
長
期
間
咲
き
続
け
る
花
、
ペ
ン
タ
ス
。
こ
の

い
か
に
も
異
国
風
な
草
花
は
、
寄
せ
植
え
や
花
壇
で
年
々
多
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
月
は
、
原
色
押
し
花
の
素
材
と
し
て
も
人
気
の
あ
る
ペ
ン

タ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

異
国
的
な
星
形
の
花
　
ペ
ン
タ
ス

196

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

▲ペンタス
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

要
介
護
３
〜
５
ま
た
は
こ
れ
と

同
程
度
の
状
態
と
認
め
ら
れ
る

状
態
が
６
カ
月
以
上
継
続
し
、

今
後
も
こ
の
状
態
が
継
続
す
る

と
見
込
ま
れ
る
65
歳
以
上
の
人

②
重
度
知
的
障
害
と
肢
体
不
自

由
の
１
〜
３
級
の
障
害
が
重
複

し
て
い
る
人
　
支
給
額
＝
７
５
、

０
０
０
円
　
支
給
時
期
＝
12
月

下
旬
　
申
請
期
限
＝
10
月
31
日

貊
ま
で
　
申
請
・
問
い
合
わ
せ

＝
①
は
介
護
保
険
課
蕁
39
・
２

２
４
５
、
②
は
福
祉
相
談
課
蕁

39
・
２
２
１
８
へ

平
成
15
年
３
月
31
日
現
在
、

市
内
に
居
住
し
次
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
す
人
を
家
庭
で
常
時

介
護
し
て
い
た
人
に
、
家
族
介

護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

条
件
＝
介
護
保
険
の
認
定
で
要

介
護
４
、
５
ま
た
は
こ
れ
と
同

程
度
の
状
態
と
認
め
ら
れ
る
状

態
が
過
去
１
年
以
上
継
続
し
て

い
る
65
歳
以
上
の
人
ま
た
は
40

歳
以
上
65
歳
未
満
で
特
定
疾
病

に
該
当
す
る
人
で
、
①
市
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る
②

過
去
１
年
間
（
平
成
14
年
４
月

１
日
〜
平
成
15
年
３
月
31
日
）

に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
（
年
７

日
間
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利

用
を
除
く
）
を
利
用
し
て
い
な

い
③
過
去
１
年
間
91
日
以
上
病

院
に
入
院
し
て
い
な
い
こ
と

支
給
額
＝
10
万
円
　
支
給
時
期

＝
12
月
下
旬
　
申
請
期
限
＝
10

月
31
日
貊
ま
で
　
申
請
・
問
い

合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
蕁
39
・

２
２
４
５

事
業
所
を
新
設
・
増
設
し
た

企
業
を
支
援
し
ま
す
。

交
付
要
件
＝
①
平
成
14
年
10
月

１
日
以
降
に
契
約
電
力
の
増
加

を
伴
う
事
業
所
の
新
設
ま
た
は

増
設
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
②

平
成
15
年
９
月
30
日
ま
で
に
常

用
雇
用
者
数
が
７
人
以
上
増
加

し
て
い
る
こ
と
　
給
付
額
＝
平

成
15
年
４
月
〜
９
月
の
支
払
済

電
気
料
金
額
、
契
約
電
力
等
に

応
じ
て
交
付
　
申
し
込
み
＝
10

月
20
日
豺
ま
で
　
問
い
合
わ
せ

＝
工
業
振
興
課
蕁
39
・
２
２
２

２
空
き
店
舗
・
空
き
事
務
所
の

増
加
や
新
規
参
入
の
停
滞
な
ど
、

中
心
市
街
地
が
抱
え
る
問
題
を

定
量
的
に
調
査
・
研
究
し
て
き

た
「
ま
ち
な
か
再
生
研
究
会
」

の
研
究
結
果
報
告
書
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
報
告
書
は
、
市
役

所
１
階
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、

４
階
商
業
振
興
課
、
な
が
お
か

市
民
セ
ン
タ
ー
と
長
岡
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
商
業
振
興
課
蕁

39
・
２
２
２
８

和
室
や
会
議
室
が
あ
り
、
く

つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
で
の
会
合
や

茶
道
・
華
道
な
ど
の
活
動
の
場

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
（
食
べ

物
・
酒
類
の
持
込
は
可
能
で
す

が
、
酒
宴
を
主
と
す
る
場
合
ま

た
は
営
利
を
目
的
と
す
る
会
合

な
ど
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
）。

休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日
、
年
末

年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

利
用
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
　
利
用
料
＝
無
料

駐
車
場
＝
８
台
収
容
可
　
申
し

込
み
＝
利
用
日
の
１
カ
月
前
か

ら
用
地
管
財
課
蕁
39
・
２
２
１

１
へ
（
休
館
日
の
利
用
や
利
用

時
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
）

若
者
の
仕
事
上
、
生
活
上
の

悩
み
に
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す

（
要
予
約
）。

相
談
日
＝
毎
週
水
曜
日
（
第
５

10
月
１
日
現
在
、
市
内
に
居

住
す
る
65
歳
未
満
の
在
宅
障
害

者
で
、
次
の
条
件
に
該
当
し
常

時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
人

に
お
む
つ
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

条
件
＝
①
特
別
児
童
扶
養
手
当

（
１
級
）
の
対
象
児
童
②
障
害

児
福
祉
手
当
の
受
給
権
者
③
特

別
障
害
者
手
当
の
受
給
権
者
④

そ
の
他
市
長
が
特
に
認
め
た
者

（
た
だ
し
、
「
家
族
介
護
用
品

等
購
入
手
当
支
給
事
業
」
対
象

者
と
補
装
具
と
し
て
紙
お
む
つ

の
交
付
を
受
け
た
人
は
除
き
ま

す
）

支
給
額
＝
１
５
、０
０
０

円
　
支
給
時
期
＝
12
月
下
旬

申
請
期
限
＝
10
月
31
日
貊
ま
で

申
請
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
相

談
課
蕁
39
・
２
２
１
８

ほ
か
に
、
二
分
脊
椎
に
よ
り

排
尿
ま
た
は
排
便
の
機
能
に
障

害
の
あ
る
人
、
脳
原
性
運
動
機

能
障
害
に
よ
り
排
尿
ま
た
は
排

便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
人
に
、

補
装
具
と
し
て
紙
お
む
つ
を
交

付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

10
月
１
日
現
在
、
市
内
に
居

住
し
次
の
条
件
を
満
た
す
人
を

家
庭
で
常
時
介
護
し
て
い
る
人

に
、
家
族
介
護
用
品
等
購
入
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

条
件
＝
①
介
護
保
険
の
認
定
で

日
時
＝
10
月
23
日
貅
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
地
球
広
場
　
対
象
＝
20
歳
〜

39
歳
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人
　
内
容

＝
事
業
紹
介
、
経
験
者
の
現
地
体
験

談
ほ
か

新
潟
県
国
際
交
流
課
蕁

０
２
５
・
２
８
０
・
５
０
９
９

０
歳
か
ら
就
園
前
の
双
子
を
持
つ

親
子
の
会
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、
双
子
な
ら
で
は
の

子
育
て
の
話
を
し
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
10
月
24
日
貊
、
11
月
28
日
貊

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
会
場
・

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
ち
び
っ
こ

広
場
蕁
39
・
２
７
７
５

募
集
人
数
＝
１
年
生
80
人
（
附
属
幼

稚
園
か
ら
の
連
絡
入
学
者
を
含
む
）、

２
〜
５
年
生
若
干
名
　
対
象
＝
市
内

ま
た
は
近
隣
市
町
村
の
通
学
に
適
切

な
範
囲
（
片
道
お
お
む
ね
１
時
間
以

内
）
に
保
護
者
と
居
住
し
て
い
る
児

童
　
説
明
会
＝
10
月
28
日
貂

出
願

＝
11
月
４
日
貂
〜
19
日
貉
に
所
定
の

申
し
込
み
用
紙
で

附
属
長
岡
小

学
校
蕁
32
・
４
１
９
１

募
集
人
数
＝
１
年
生
１
２
０
人
（
附

属
長
岡
小
学
校
か
ら
の
連
絡
入
学
者

約
70
人
を
含
む
）

対
象
＝
平
成
16

年
３
月
小
学
校
卒
業
見
込
み
で
自
宅

か
ら
片
道
１
時
間
以
内
で
通
学
で
き

■
青
年
海
外
協
力
隊
募
集
説
明
会

■
チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

■
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部

附
属
長
岡
小
学
校
児
童
募
集

■
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部

附
属
長
岡
中
学
校
生
徒
募
集

●
心
身
障
害
者
お
む
つ
手
当

●
家
族
介
護
慰
労
金

●
家
族
介
護
用
品
等
購
入
手
当

●
原
子
力
発
電
施
設
周
辺
地
域

企
業
立
地
支
援
給
付
金

●
長
岡
市
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

坂
井
邸
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
ハ
ー
ト
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

（
働
く
若
者
の
悩
み
ご
と
相
談
）

●
ま
ち
な
か
再
生
研
究
会
の

研
究
報
告
書
が
完
成

▲和室でのお茶会（ゲストハウス
坂井邸で）

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

ＢＳＮラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（長岡ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後６時から４分間

ＦＭながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後５時15分～22分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
メールマガジン「米百俵メール」のお申し込みもこちらから
どうぞ。
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人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０

円
　

10
月
20
日
b
ま
で
に
日
本
赤

十
字
社
新
潟
県
支
部
1
０
２
５
・
２

３
１
・
３
１
２
１
へ

日
時
＝
11
月
６
日
e
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
　
テ
ー
マ
＝

「
外
部
評
価
の
取
り
組
み
を
通
し
て

痴
呆
の
人
の
ケ
ア
の
課
題
を
考
え
る
」

内
容
＝
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
参

加
料
＝
無
料
　
定
員
＝
４
０
０
人

（
先
着
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
槇
山
け
や
き
苑
1
29
・
２
５
０
０

学
習
障
害
を
も
つ
子
ど
も
や
不
登

校
の
子
ど
も
の
見
か
た
・
対
応
に
つ

い
て
、
学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
を
講
演
・

演
習
を
通
じ
て
お
話
し
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
８
日
g
午
後
１
時
〜
４

時
40
分
　
会
場
＝
市
立
劇
場
小
ホ
ー

ル
　
参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
　
講
師

＝
上
越
教
育
大
学
大
学
院
教
授
・
加

藤
哲
文
さ
ん
　

10
月
27
日
b
ま
で

に
川
崎
東
小
学
校
・
堀
江
さ
ん
1
33

・
２
３
０
０
へ

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
者
で
旧
日

本
軍
の
軍
人
・
軍
属
等
と
し
て
戦
死

さ
れ
た
方
の
遺
族
や
重
度
戦
傷
病
者

に
、
弔
慰
金
等
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
期
限
ま
で

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額
＝
遺
族
…
弔
慰
金
２
６
０
万

円
、
重
度
戦
傷
病
者
…
見
舞
金
４
０

０
万
円
　
請
求
期
限
＝
平
成
16
年
３

月
31
日

新
潟
県
福
祉
保
健
課
援

護
恩
給
室
1
０
２
５
・
２
８
５
・
５

５
１
１
（
内
線
２
６
３
３
）

■
痴
呆
介
護
実
務
者
研
修
公
開
講
座

■
教
育
相
談
公
開
研
修
会

■
戦
没
者
の
遺
族
等
へ
の
弔
慰
金

支
給
の
お
知
ら
せ

�公立保育園� 所　在　地� 電　話� 入 　 園 �
可能月齢�

平　　日�
開園時間�

南 部 保 育 園 �

北 部 保 育 園 �

けさじろ保育園�

宮 内 保 育 園 �

中 沢 保 育 園 �

山 本 保 育 園 �

桂 保 育 園 �

栖 吉 保 育 園 �

昭 和 保 育 園 �

上 除 保 育 園 �

山 通 保 育 園 �

三 和 保 育 園 �

富曽亀保育園�

川 崎 保 育 園 �

中 貫 保 育 園 �

宮 本 保 育 園 �

黒 条 保 育 園 �

日 越 保 育 園 �

六日市保育園�

十日町保育園�

新 組 保 育 園 �

下川西保育園�

石 坂 保 育 園 �

千手2-9-4�

東新町3-1-1�

今朝白2-9-28�

宮栄3-2-18�

中沢2-1913-4�

浦瀬町774�

桂町53-1�

栖吉町2585-1�

昭和2-2-5�

上除町3638-1�

柿町650-1�

三和2-11-30�

亀貝町404-1�

川崎3-2388�

悠久町2-127�

宮本町1-甲8�

黒津町377�

高瀬町110�

中潟町728�

十日町1778�

福井町974-1�

花井町1081-4�

村松町2467-3�

�

4か月以上�

�

�

7:15～19:00

7:30～19:00

7:30～19:00

7:15～19:00

7:30～19:00

�

�

�

�

7:15～19:00

11か月以上

�

�

�

�

�

�

�

�

4か月以上�

32-3193�

32-3598�

32-0054�

32-3707�

33-1045�

44-8051�

44-8307�

32-1986�

32-3989�

46-2411�

33-5432�

34-3272�

24-7480�

34-7123�

32-2190�

46-5340�

24-8703�

28-1768�

22-2057�

22-3170�

24-3371�

29-1900�

22-0011�

90�

110�

130�

120�

80�

60�

45�

30�

90�

150�

80�

90�

90�

150�

90�

60�

110�

90�

45�

45�

60�

45�

45�

定
員� 私立保育園� 所　在　地� 電　話� 入　　園�

可能月齢�
平　　日�
開園時間�

東 部 保 育 園 �

西 部 保 育 園 �

長 生 保 育 園 �

大 島 保 育 園 �

前 川 保 育 園 �

関 原 保 育 園 �

東部第二保育園�

蔵 王 保 育 園 �

岡 南 保 育 園 �

摂田屋保育園�

柏 保 育 園 �

長 峰 保 育 園 �

宮内中央保育園�

あすなろ保育園�

希望が丘保育園�

新 保 保 育 園 �

深 沢 保 育 園 �

恵 和 保 育 園 �

東部どんぐり保育園�

悠 々 保 育 園 �

いなば保育園�

四郎丸3-5-11�

渡里町3-46�

西千手3-116-3�

大島本町2-10-28�

前島町211�

関原町2-188-4�

土合5-2-4�

蔵王1-8-15�

滝谷町1701-2�

摂田屋1-1524-3�

寿2-1-5�

才津西町2135-9�

宮内3-10-17�

下柳2-7-7�

希望が丘3-12-2�

新保4-6-14�

深沢町2010-3�

蓮潟町312�

四郎丸2-3-25�

青葉台5-8-1�

稲葉町793-1�

�

�

�

産休明け�

7:00～19:00�

7:30～19:00

7:00～19:00

7:15～19:00

7:15～19:15

7:00～19:00

7:15～19:00�

7:00～19:30�

7:00～19:00�

7:15～19:00�

7:10～19:10�

7:15～19:00�

7:00～19:00�

7:20～19:00�

7:15～19:00�

7:20～19:00�

7:15～19:15

2か月以上�

2か月以上�

2か月以上�

産休明け�

�

産休明け�

�

３歳以上�

�

8:30～16:00

産休明け�

2か月以上�

3か月以上�

産休明け�

3か月以上�

33-1096�

32-0027�

32-3674�

27-1090�

23-1527�

46-2174�

33-3795�

33-6502�

22-2683�

36-8347�

24-5656�

46-3463�

33-2018�

28-1200�

28-0331�

24-4437�

46-5480�

28-2768�

34-8088�

46-0080�

21-2810

90�

60�

150�

150�

45�

120�

120�

120�

60�

150�

90�

120�

150�

120�

150�

150�

45�

220�

45�

90�

90

寺宝町38-4�

福戸町2606-1�

大積町1-甲1089-2

27-3717�

27-1011�

47-1099

45�

40�

50

定
員�

へき地保育園� 所　在　地� 電　話� 入　　園�
可能月齢�

王寺川保育園�

福 戸 保 育 園 �

白 樺 保 育 園 �

（人）� （人）�

定
員� 平　　日�

開園時間�（人）�

平成１６年度　保育園児の入園案内
平成16年４月１日から新規の入園または転園を希望する児童の申し込みを受け付けます。
申し込み期間＝11月１日g～21日f（申込書は10月24日fから各保育園で配付します）
申し込み場所＝各保育園または児童福祉課（市役所２階）
対　　象＝就学前の乳幼児で、保護者が就労や病気などのために家庭で保育できない児童について入園を受け付け

ます。ただし、申し込み多数の場合は、選考を行います。
保育時間＝各保育園によって異なります。延長保育料や土曜日の保育時間は各保育園にお問い合わせください。
給　　食＝全保育園で実施します。
継続入園＝平成15年度から引き続き入園を希望する児童の手続きについては、保育園を通じてご案内します。

※休日保育を摂田屋保育園、希望が丘保育園で実施して
います。他の保育園に入園している場合でも、日曜日
や祝日などに保育を希望するときは利用できます。

問い合わせ＝児童福祉課†３９・２２１９

20

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

２
２
５
、
環
境
政
策
課
1
24
・

０
５
２
８

引
越
し
や
大
掃
除
な
ど
で
出

た
多
量
の
家
庭
ご
み
を
処
理
施

設
に
持
ち
込
む
と
き
は
、
町
内

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す

と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
き
ち
ん

と
分
別
し
て
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
ご
み
を
適
正
に
処
理
す

る
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
持
ち
込
め
る
ご
み
】

寿
事
業
所
…
「
燃
や
す
ご
み
」

の
み

鳥
越
事
業
所
…
「
燃
や
す
ご
み
」

「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」「
粗
大

ご
み
」

【
持
ち
込
む
際
の
注
意
】

・
鳥
越
事
業
所
は
ご
み
の
種
類

ご
と
に
降
ろ
す
場
所
が
異
な
り

ま
す
。
ご
み
は
降
ろ
し
や
す
い

よ
う
に
積
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。

・
段
ボ
ー
ル
箱
等
に
は
入
れ
ず

に
、
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋

に
入
れ
中
身
が
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
処
理
で
き
な
い
た
め
、
持
ち

込
め
な
い
ご
み
も
あ
り
ま
す
。

事
前
に
各
事
業
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
寿
事
業
所
1
24

・
２
８
３
８
、
鳥
越
事
業
所
1

47
・
１
１
０
０

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
毎
年
、
春
と
秋
の
２

回
、
全
市
的
な
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
や
商
店
街
組
合
等
の

地
域
ぐ
る
み
で
、
道
路
や
公
園
、

側
溝
の
清
掃
を
行
う
な
ど
、
ま

ち
の
美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
業
務
課
1

24
・
２
８
３
７

交
通
渋
滞
の
緩
和
と
環
境
に

や
さ
し
い
暮
ら
し
の
実
現
に
向

け
て
、
今
年
も
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
、

市
内
の
民
間
企
業
や
公
的
機
関

か
ら
多
く
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

一
斉
に
通
勤
目
的
の
自
動
車
の

利
用
を
自
粛
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

10
月
10
日
f
は
、
み
な
さ
ん

も
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

担
当
＝
都
市
政
策
課
1
39
・
２

日
時
＝
10
月
10
日
f
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
　

新
潟
県
社
会
保
険
労
務

士
会
長
岡
支
部
1
35
・
２
８
２
２

日
時
＝
10
月
18
日
g
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
　
相
談
内
容
＝
農
地
・
土
地

利
用
、
営
業
許
可
、
建
設
業
登
録
に

関
す
る
こ
と
な
ど

新
潟
県
行
政

書
士
会
・
恩
田
さ
ん
1
35
・
３
４
９
９

日
時
＝
11
月
10
日
b
・
12
日
d
・
14

日
f
・
17
日
b
・
19
日
d
の
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
（
計
５
回
）

会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け
さ
じ
ろ

ほ
か
　
対
象
＝
家
庭
で
家
族
を
介
護

し
て
い
る
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
介
護
の
活
動
を
し
て
い
る
人
ほ
か
　

（
講
座
修
了
者
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

３
級
取
得
に
必
要
な
講
義
の
一
部

が
免
除
さ
れ
ま
す
）

定
員
＝
30
人

（
抽
選
）

10
月
20
日
b
ま
で
に

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
け
さ
じ
ろ

1
37
・
５
４
４
０
、
FAX
31
・
６
０
２

１
へ

日
時
＝
10
月
25
日
g
、
11
月
１
日
g

・
８
日
g
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分
　
会
場
＝
長
岡
赤
十
字
病
院

講
堂
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
昼
食
、

大
判
の
ハ
ン
カ
チ
１
枚
、
動
き
や
す

い
服
装
　
対
象
＝
高
校
生
以
上
で
３

回
と
も
受
講
で
き
る
人
　
定
員
＝
20

●
10
月
10
日
実
施
　
２
０
０
３

な
が
お
か
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
「
ご
み
」
を
処
理
施
設
に

持
ち
込
む
と
き
も
分
別
を

守
っ
て
く
だ
さ
い

▲分別されずに持ち込まれた
ごみ。資源とごみに分け、ごみ
を減らしてください。

●
10
／
17
（金）
〜
11
／
16
（日）

秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

実
施
し
ま
す

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
年
金
・
労
務
無
料
相
談
会

■
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

■
介
護
技
術
習
得
講
座
（
無
料
）

■
赤
十
字
幼
児
安
全
法
支
援
員

養
成
講
習
会

成願寺・栖吉地区では、心ない人たちによるごみ
の不法投棄が後を絶ちません。そこで市と地元町内
会、県、警察が一体となり、「不法投棄を許さない
成願寺・栖吉地区連絡会議」を設置し、より積極的
な不法投棄対策を進めることになりました。
連絡会議では今後、夜間パトロールをはじめとす
る不法投棄の防止活動や
防止のための啓発活動に
取り組みます。
良好な生活環境を守る
ために、ごみの不法投棄
は絶対にやめましょう。
市民のみなさんのご協力
をお願いします。

担当＝環境業務課†２４・２８３７

●●●●●●●●●●●●ス ト ッ プ ！ ご み の 不 法 投 棄

河井継之助の旅日記『塵壺(ちりつぼ)』を
ホームページで公開します

『塵壺』は、長岡藩士・河井継之助が、安政６年
（1859）に松山藩（岡山県）の山田方谷を慕って江戸
を出発し、松山、長崎などを遊学した際に記した諸
国見聞録です。この日記は、両親へのみやげ話のた
ねとして気軽に書かれていますが、諸国の物産や藩
政などを観察した価値の高い資料です。
中央図書館が所蔵するこの貴重な資料『塵壺』を
ｅ-ネットシティながおかの「デジタル・ミュージ
アム」で公開します。日記の原本画像のほか、解読

文や地図などを加えた分
かりやすい内容で掲載し
ますので、ぜひご覧くだ
さい。
閲覧はhttp://e-net.city.

nagaoka.niigata.jpから
どうぞ。
担当＝情報政策課

†３９・２２０５

10月20日豺から

～「不法投棄を許さない成願寺・栖吉地区連絡　
会議」が設置されました～

家庭用はかり等の無料検査
直接会場へどうぞ。

日時＝10月15日d午前10時～午後３時30分　
会場＝消費生活センター（ながおか市民センター３階）
対象＝家庭用はかり（体重計、キッチンスケール等）、

家庭・医療機関・学校等の体温計、血圧計（検
査できないものもあります）

問い合わせ＝消費生活センター†３２・００２２

▲デジタル・ミュージアムの
『塵壺』

▲不法投棄されたごみ



そ�

の�

他�

区 �分 �長 岡 市 � 国 �

期末手当�勤勉手当�
６�月�期�1.55月分�0.70月分�
12 月�期�1.70月分�0.70月分�

計� 3.25月分�1.40月分�
職制上の段階、職務の�
級等による加算措置� 有�

期末手当�勤勉手当�
６ 月 期� 0.70月分�
12 月�期�1.70月分�

1.55月分�
0.70月分�

計� 3.25月分�1.40月分�
職制上の段階、職務の�
級等による加算措置� 有�

退職手当�
（支給率）�

自己都合� 勧奨・定年�
勤続20年� 21.0 月分�28.875月分�
勤続25年� 33.75月分�44.55 月分�
勤続35年� 47.5 月分�62.7 月分�
最高限度額�60.0 月分�62.7 月分�

その他の� 定年前早期退職特例措置�
加算措置� （２％から20％加算）�

〈勧奨〉�
退�職�時�10年以上20年未満１号給�
特別昇給�20年以上�

〈定年〉�
20年未満�
20年以上�

14年度�
１人当たり�
平均支給額�

（自己都合）�（勧奨・定年）�
8,831千円� 27,323千円�

自己都合� 勧奨・定年�
勤続20年� 21.0 月分�28.875月分�
勤続25年� 33.75月分�44.55 月分�
勤続35年� 47.5 月分�62.7 月分�
最高限度額�60.0 月分�62.7 月分�

その他の� 定年前早期退職特例措置�
加算措置� （２％から20％加算）�

退 職 時 �
特別昇給�20年以上１号俸�

１. 平成14年度人件費の状況（普通会計決算）� （単位：人、千円、％）�

（単位：人、千円）�

（単位：円、歳）�

（単位：円）�

（単位：円）�

（単位：人、％）�

２. 平成15年度職員給与費の状況（普通会計当初予算）�

３. 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況�
�

４. 一般行政職の初任給の状況�

５. 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況�

６. 一般行政職の級別職員数の状況�

住民基本台帳人口�
（年度末）�

人件費率�
  （Ｂ／Ａ）�

（参考）13年度の　�
 人件費率�歳出額Ａ� 実質収支� 人件費Ｂ�

（15．3．31）191,212 67,600,773 2,036,326 13,170,662 19.5 20.4

（注）人件費には、給料、職員手当（扶養手当、住居手当、通勤手当、時間外勤務手当、期末手当など）、�
　　退職手当及び共済費並びに特別職に支給される給料、報酬等が含まれています。�

平成14年度の人件費の状況� 平成15年度の職員給与費の状況�

職員数�
Ａ�

給　　　　　　　与　　　　　　　費�

給　　料� 職員手当� 期末・勤勉手当� 計　　Ｂ�
１人当たり�

　給与額（Ｂ／Ａ）�

1,437 6,060,606 1,222,351 2,566,159 9,849,116 6,854

（注）1．職員手当には、退職手当が含まれていません。�
　　　2．期末・勤勉手当とは、いわゆるボーナスに相当するものです。�

（注）平成14年４月１日現在における長岡市の一般行政職の給与水準は、国家公務員の水準を100とした�
　　ラスパイレス指数でみると101.7となっており、1.7ポイント上回っています。�

一 　 般 　 行 　 政 　 職�
区　　分�

技 　 能 　 労 　 務 　 職 �

平均年齢�平均給料月額�平均給与月額�平均年齢�

長 岡 市 � 428,790 41.1 363,528 391,142 46.1

42.8 336,142 45.5新 潟 県 �

区　　分�
大　　　学　　　卒� 高　　　校　　　卒�

初　任　給� 採用２年経過日�
給　　料　　額� 初　　任　　給� 採用２年経過日�

給　　料　　額�

長　岡　市�

国�
1種�

2種�

171,500 185,600 139,500 149,200

180,900

171,500

200,200

185,600
139,500 149,200

新　潟　県� 178,400 191,600 144,000 155,000

区　　　　　分� 経験年数10年� 経験年数15年� 経験年数20年�

一般行政職�

技能労務職�

大 学 卒 �

高 校 卒 �

高 校 卒 �

287,420 338,629 395,433

230,213 294,900 339,700

239,486 280,020

（注）経験年数とは、採用後の年数をいいます（卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合）。�

（注）平成13年１月から12月まで、一斉昇給延伸を実施しました。�

区　　分� １級� ２級� ３級� ４級� ５級� ６級� ７級� ８級� ９級�10級� 計�

標準的な�
職務内容�

主事補�
技師補�

主　事�
技　師�

主　事�
技　師�主　任�主　査�係　長�

課　長�
補　佐�課　長�

部　長�
部次長�部　長�

職 員 数 � 4 54 108 153 84 129 147 92 17 5 793

構 成 比 �0.5 6.8 13.6 19.3 10.6 16.3 18.5 11.6 2.2 0.6 100

参
考�

１年前の�
構 成 比 �0.5 9.0 12.8 19.7 9.5 18.2 11.0 16.6 1.9 0.9 100

（注）1．長岡市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数です。�
　　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。�

（単位：人、％）�７. 昇給期間短縮の状況�
区　　　　　　　　　分� 合　　計� 一般行政職� 技能労務職�

職　員　数（４月１日現在）（Ａ）�

普通昇給期間（12～24月）を　　�
短縮して昇給した職員数�

比　　　　　　率 （Ｂ）／（Ａ）�

職　員　数（４月１日現在）（Ａ）�

比　　　　　　率 （Ｂ）／（Ａ）�

1,152 802 350

128 103 25

11.1 12.8 7.1

1,162 796 366

25 16 9

2.2 2.0 2.5

９. 特別職の給料・報酬等の状況�
区　　　　分� 給　料　等　月　額� 期　末　手　当�

給　　料�

報　　酬�

市　　　長�

助　　　役�

収　入　役�

議　　　長�

副　議　長�

議　　　員�

 1，019，000　円�

　 827，000　円�

　 725，000　円�

　 610，000　円�

　 549，000　円�

　 512，000　円�

　　　（支給割合）�
�
　６月期　　１．７０月分�

12月期　　１.８０月分�

　計　　　３．５０月分�

351,353

359,981

平均給料月額�平均給与月額�

８. 職員手当の状況�

１ ４ 年 度�

１ ３ 年 度 �

平
成
15
年
４
月
１
日
現
在
の
長
岡
市
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
人
事
課
†
39
・
２
２
０
１
、
行
政
管
理
課
†
39
・
２
２
０
８
へ
ど
う
ぞ
。�

長岡市職員の給与等について�

676億77万3,000円� 98億4,911万6,000円�
歳出額� 給与費�

職員手当�
12億2,235万1,000円�
（12.4％）�

人件費�
131億7,066万2,000円�

（19.5％）�

期末・勤勉手当�
25億6,615万�
9,000円�
（26.1％）�

給　料�
60億6,060万�
6,000円�
（61.5％）�

職員手当�
12億2,235万1,000円�
（12.4％）�

①方針　・業務全般の見直しや、委託化、臨時職員の活用などにより職員数を削減します。�
　　　　・平成13年４月現在1,753人の職員数を、平成17年までに57人削減し、1,696人と�
　　　　　します。�
�
�
��
②職員数の推移�

10．定員適正化計画の推進状況�（各年４月１日現在）�

※市町村合併が実現した場合、職員数が大きく変化することとなるため、新たな定員適正�
　化計画を策定することとなります。 

（単位：人）�

（単位：人）�

平成14年度�平成15年度�

職 員 数� 対前年�
増減数�

中心市街地活性化にかかる部署の新設に伴う増等�

事務の効率化による減等�

臨時職員の活用による減等�

事業の移管による増等�

�

組織の簡素化に伴う減等�

産業振興事業の推進にかかる増等�

車両運転業務体制の見直しによる減等�

�

学校給食調理業務の民間委託化による減等�

�

�

事務の効率化による減等�

下水道工事業務の減少に伴う減等�

市営スキー場の管理体制の見直しによる減等�

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門�

区　分�

区　分� 主　な　増　減　理　由�

平成13年度�
（基準年次）�

平成14年度� 平成15年度� 平成16年度� 平成17年度�

計　　画�

実
員�

職員数�

増　減�

1,753

1,753

△8 △26

1,745

1,745

1,732 1,714

1,719

1,696

③部門別職員数の状況�

議　　会�

総　　務�

税　　務�

民　　生�

衛　　生�

労　　働�

農林水産�

商　　工�

土　　木�

小　　計�

教　　育�

消　　防�

小　　計�

水　　道�

下 水 道�

そ の 他�

小　　計�

長岡地区衛生処理�
組合への派遣職員�

合　　計�

特
別
行
政
部
門�

公
営
企
業
等
会
計
部
門�

10

241

71

297

105

4

40

25

159

952

320

195

515

97

60

80

237

41

1,745

10

245

69

289

106

4

38

27

155

943

315

195

510

95

55

75

225

41

1,719

0

4

△2

△8

1

0

△2

2

△4

△9

△5

0

△5

△2

△5

△5

△12

0

△26

（Ｂ）�

普通昇給期間（12～24月）を　　�
短縮して昇給した職員数�（Ｂ）�

人件費�
131億7,066万2,000円�

（19.5％）�

期末・勤勉手当�
25億6,615万�
9,000円�
（26.1％）�

給　料�
60億6,060万�
6,000円�
（61.5％）�

区 分 � 内 � 容 � 国の制度�
との異同� 国の制度と異なる内容�

扶 養 �
手 当 �

○配偶者　　　　　　　　　 14,000円�
○配偶者以外の扶養親族２人まで　各6,000円�
○扶養親族でない配偶者を有する�
　職員の扶養親族１人目　　　6,500円  �
　　（配偶者のない職員は�
　　　　扶養親族のうち１人のみ 11,000円）  �
○その他の扶養親族１人につき　 5,000円  �
○満16歳の年度初めから満22歳の年度�
   末までの子１人につき5,000円加算�

同�

住 居 �
手 当 �

○借家・借間         �
　月額12,000円を超える家賃を支払って�
　いる職員に対し、負担している家賃額�
　に応じて最高27,000円まで支給�
○持家居住者（世帯主）　　　3,100円�

異�

○持家居住者�（世帯主）�
国� 1,000円�（ただし住�

居を新築�・�購入の場�
合５年間2,500円）�

長岡市�3,100円�

通 勤 �
手 当 �

○交通機関等利用者�
負担している運賃の額に応じて最高�
50,000円まで支給�
○交通用具�（自動車等）�使用者�
2,800～40,000円�

異�
○交通用具�（自動車等）�使用者�

国� 2,000～20,900円�
長岡市�2,800～40,000円�

毎
月
決
ま
っ
て
支
給�

勤�
務�
実�
績�
に�
応�
じ�
て�
支�
給�

特殊勤務�
手 当�
（14年度）�

区 � 分 � 全 職 種 �

職員全体に占める手当支給職員の割合� 24.1％�

支給対象職員１人当たり平均支給年額� 74,505円�

手 当 の 種 類 �（手当数）� 29

代表的な手当�
の 名 称 �

支給額の多い手当�
夜間消防手当� 清掃作業手当�
救急手当� 枝肉処理手当�
特別保育手当�

多くの職員に支給�
されている手当�

夜間消防手当� 災害活動手当�
救急手当� 清掃作業手当�
下水作業手当�

時 間 外�
勤務手当�

14 年 度 �
支� 給� 総� 額� 512,659 千円�

職員１人当たり支給年額� 316 千円�

13 年 度 �
支� 給� 総� 額� 499,996 千円�

職員１人当たり支給年額� 307 千円�

２号給�

１号給�
２号給�

期 末 ・ �
勤勉手当�
（支給割合）�

2 3 2 2

は
が
き
は
１
枚
で
６
人
分
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
届
か
な
い
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
票
の
際
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
を
切
り
取
っ
て
投
票
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
所
は
、
投
票
所
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

お
確
か
め
の
う
え
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
（
10
月
24
日
以

降
に
市
内
の
転
居
届
を
し
た
人
は
、
前
住
所
の
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
）。

次
の
す
べ
て
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
が
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①
平
成
15
年
８
月
１
日
ま
で
に
長
岡
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

②
昭
和
58
年
11
月
10
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

③
引
き
続
き
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
（
投
票
所
入
場
券
が
送
付
さ
れ
た
人
で
も
、
市
外
へ

転
出
し
た
場
合
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
）

投
票
日
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用
務
が
あ
る
人

②
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
な
ど
何
ら
か
の
用
で
投
票
区
域
外
に
い
る
人

③
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
（
商
用
、
出
稼
ぎ
に
よ
り
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
は
、
滞

在
先
の
市
町
村
役
場
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

④
治
療
、
出
産
な
ど
の
た
め
、
歩
行
や
外
出
が
困
難
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
人

投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
不
在
者
投
票
は
こ
ち
ら
で
ど
う
ぞ
】

・
長
岡
市
役
所
（
１
階
市
民
ホ
ー
ル
）

・
厚
生
会
館
第
１
小
ホ
ー
ル
（
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
側
の
臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

・
太
田
地
区
の
人
は
太
田
出
張
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
（
11
月
２
日
豸
〜
８
日
貍
の
平
日

・
祝
日
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
）

投
票
所
入
場
券
は
１１
月
１
日
G
ま
で
に
は
が
き
で
お
届
け
し
ま
す

病
院
や
施
設
に
入
院
（
園
）
中
の
人
は
、
市
内
28
の
病
院
・
施
設
（
左
参
照
）
で
も
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
院
（
園
）
長
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
に
記
載
さ

れ
た
障
害
の
程
度
が
一
定
の
範
囲
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便
に
よ
る
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
利
用
に
は
、
事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
は
、
県
が
指
定
し
た
病
院
や
施
設
で
も
で
き
ま
す

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
、
郵
便

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

開
票
は
、
１１
月
９
日
A
午
後
９
時
１５
分
か
ら
厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

投
票
日
に
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

不
在
者
投
票
は
１１
月
２
日
A
〜
８
日
G
の
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

投
票
で
き
る
人

※
次
の
町
内
の
み
な
さ
ん
は
、

投
票
所
が
変
わ
り
ま
し
た
。

新
し
い
投
票
所

（
カ
ッ
コ
内
は
こ
れ
ま
で
の
投
票
所
）

●
福
島
町
・
北
陽
１

新
組
連
絡
所
（
福
島
町
公
民
館
）

●
雲
出
町
・
西
陵
町

関
原
小
学
校
（
雲
出
町
公
民
館
）

県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
（
旧
悠
久
荘
）

長
岡
中
央
綜
合
病
院
　
長
岡
赤
十
字
病
院
　
立
川

綜
合
病
院
　
田
宮
病
院
　
長
岡
保
養
園
　
吉
田
病
院
　
長
岡
西
病
院
　
悠
遊
健
康
村
病
院
　
老

人
保
健
施
設
サ
ン
プ
ラ
ザ
長
岡
　
老
人
保
健
施
設
桃
李
園
　
老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ
園
　
老

人
保
健
施
設
悠
遊
苑
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
つ
ぼ
園
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
ぶ
し
園

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま
ち
だ
園
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
槇
山
け
や
き
苑
　
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
岡
南
の
郷
　
老
人
短
期
入
所
施
設
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
・
こ
ぶ
し
　
老
人
短
期
入
所
施

設
レ
ス
ピ
ッ
ト
・
イ
ン
・
こ
ぶ
し
　
老
人
短
期
入
所
施
設
槇
山
け
や
き
苑
　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
西
長

岡
　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
け
や
き
の
杜
　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
岡
南
　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ
ス
桃
李

身
体
障
害
者
療
護
施
設
桐
樹
園
　
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
王
見
台

身
体
障
害
者
療
護
施
設
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
王
見
台

選挙公報
候補者の略歴や政見を掲載した
選挙公報を新聞に折り込んで、11
月６日貅までにお届けします。
次の場所にも選挙公報を備え付
けてありますのでご利用ください。
市役所、市民センター、太田出
張所、厚生会館、各体育館、中
央図書館、互尊文庫、各地域図
書館、中央公民館、各地区公民
館およびコミュニティセンター、
勤労青少年ホーム、勤労者体育
センター、長岡技術科学大学、
長岡造形大学、長岡郵便局、長
岡西郵便局、越後宮内郵便局

ポスター掲示場
選挙ポスターの
掲示場を市内382カ
所に設けます。ポ
スター掲示場を壊
したり、ポスター
を破いたりしない
でください。

みんなの１票
大切に！

長岡市長選挙の投票日です
お問い合わせは選挙管理委員会事務局†３９・２２４１へ11月9日aは


